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英語 に於 ける名詞的表現の諸相(皿)

主 として 「談話体」に於ける場合のそれを中心に して

、4 林 永 二*

OnSomeAspectsofNoun-centeredExpressionsintheEnglish

LanguagewithSpecialEmphasisonThoseintheSpokenForm

EijiKOBAYASHI

は じ め に

我々は普段 自分達の母語である日本語についてその表現様態などを特に意識することは

ない.ド イ ツの詩聖Goethe(1749-1832)の 云 う 「外国語を知らぬ者は,自 国語をも知ら

ない」の台詞ではないが,我 々が 自国語である日本語について特に強 く意識するのは,そ

の外国語との対比に於いての時を除いては外にはない.更 にこのことに加}て 日本語その

ものが今流行のコトバで云えばハイブ リッド(hybrid=混 血種,雑 種)で あることに我々

日本人が意外と気付いていない事実がある.漢 語の日本語に与}た 影響の大きさは,実 は

我々の想像以上のものがあ り,語 彙の面か ら始まって,そ の表現形式,文 体の面にまで及

んでいる.従 って0口 に日本語と云っても決 して一様のものでな く,言 語学的には厳密な

区別が必要にもなるのである.例 えば 日本語に本来固有の大和コ トバを中心 とした ものな

のか,そ れ とも主として漢語を中心とした訓読調の文体のそれなのか,或 いはそれら両者

が複雑に入 り組んで混然0体 となった謂ゆる漢字仮名交 り文,昔 風に云 う和漢混清文なの

か(勿 論現代の標準日本文はすべてこの漢字仮名交 り文である事実は否定し得ないわけだ

が).と ころで実は現在の日本語の実態は,そ れ らのいずれでもある場合もあ り,又 そ う

でない場合 もあると云った極めて複雑な様相を呈 している.現 代日本語の表現は誠に種々

様々であ り,マ ンガ本から始 まって学術論文に至るまで,語 彙をはじめ,そ の表現形式,

文体等は当然にもその差は余 りにも大きいのである.こ こではそれ ら日本語の諸相を色々

の角度から分析詳述するのが本意ではない.そ れらは独立の0つ のテーマとして語られる

べきものである.た だ ここでは英語に於ける名詞表現と云 う事 とも関連 して,日 本語に於

いて名詞表現 とも云い得る若干の例をも掲げてみたが,そ の場合にその名詞表現が殆んど

の場合漢語表現に負 うていると云 う事実がある.謂 ゆる大和 コトバに よる名詞表現なるも

のは殆んど見られず,中 国渡来の漢語を借 りて始めて英語に匹敵し得るが如 き名詞表現が

日本語に於いても可能になると云 う事である.た だこの際特に注意すべき事実 として,日

本語に使われているそれらの漢語の品詞や用法 と云ったものが,本 来の中国語に於けるそ

れらと常に同一一のものとは限らぬ,否 往 々にして異なる場合が多い と云 う事である.勿 論,

この際 日本人が勝手に後から作った 日本製字音語については論を侯たぬ.日 中両国で同じ
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様な語や表現を用いながらも,微 妙なところで若干の差異が見られると云った例を先ず考

えてみたい.一 旦 日本語の中に入って使用 されている以上は,日 本語の文法範疇の中で処

理されるべきは当然ではあろ うが,併 し同時にそのルーッである中国語の文法範疇に於い

てそれらが どの様に位置付けられているのかを知ることも決 してムダな事ではなかろう.

否,そ のルーツに遡 ることな くして現在の日本語の中での漢語使用の正しい理解も有 り得

ぬものと信ず るが故である.い ずれにせ よ,英 語に於ける名詞表現に対比して考えられる

日本語の名詞表現なるものは,漢 語表現(厳 密には日本的漢語表現 と云った方がヨリ正確

だとも云い得るが)を 抜きに しては先ず考えられないので,ど うしても先ず この漢語表現

なるものの実態をよく把握 し,特 にその日本語の中での性格を認識してお く事が必要と思

われる.早 速実例を見てみよう.
"Myapologies

,Madam."(奥 様,大 変失礼致しました)な る英文に於いて,和 訳部分

との決定的な違いは,要 す るに 「あやまる」部分の表現が英語ではapologiesな る名詞で

表現されているのに比 し,日 本語では 「失礼する」とか 「悪かった」の如 く動詞或いは極

めて用言性の強い表現で表わ され るのが普通である.そ の事は これまでも何度とな く例を

挙げて説明もしてきた事であ り,今 更とり立てて云 う程の事もない筈なのだが,少 し視点

を変えて,例 えば日本人でも場合によっては,何 か相手に申し訳ない事でもした時に 「失

礼!」 などと叫ぶこともあろ う.こ の云い方は 日本語に於いても名詞表現と云えるのでは

ないか との疑問である.そ こでこの 「失礼」なる語を中国語にまで遡って調べてみると,

どうも中国語では 「失礼」なる語は動詞らしいのである.例 えば,"太 失礼了".と 云えば,

「大変失礼致しました.」 との意で,こ れは明らかに 「失礼」は動詞として使われている.

ところで 「失礼」とよく似た意味の語に 「失敬」があるが,こ れもどうやら中国語では動

詞らしいのである.と ころが中国語で"失 敬!"と 云う表現があるが,こ の場合は,こ の

語の例えば品詞をどう考えれば よいのだろ うか.動 詞なのであろうか,そ れ とも名詞なの

か,そ れとも感嘆詞の様なものなのか,等 々種 々の疑問が湧いて来る.苦 しまぎれに,こ

れを 「応待語」だの 「挨拶語」だのと云う人もいる様だが,ど うも何 とな く釈然 としない.

ただ同様の意で中国語に"失 敬失敬"や"失 礼失礼"な どの表現 もある様だが,こ うなると

どうもこれらは例の 「動詞の重ね型」に属する表現だと考えられて来 る.更 に 「失礼」に

ついて日本語で詳しく調べて見るに,先 ず日本語ではこれは基本的には名詞だろ う.更 に

語尾)'Y「だ」をつけれぽ形容動詞にも成 り得る.更 にこの名詞を感嘆詞的に用いると,先

述の 「失礼!」 なる表現 となる.「 失敬」についてもほぼ同様の事が云い得る.更 に 「失

礼する」については,日 本語では 「失礼」は当然名詞 として捉}て お り,そ れに 「する」

なるサ行変格活用動詞を加えて,全 体として 「失礼する」なる漢語系動詞を大和 コトバ動

詞 「する」を借 りて造語 したものと考えられる.勿 論 この様な造語法により作られた漢語

系動詞はあま りにも多い.本 来はすべて単音節語 より成る中国語に於いて,更 に又形態変

化を欠く孤立語に於いて,そ の品詞区分は必ずしも明確なものではな く,又 実際にこれを

行 う事 も必ずしも容易ではないのである.中 国語文法の範囲内に於いても品詞をめ ぐって

様々な論争が絶えないのも無理からぬ ところである.我 々としては今ここでそれら中国語

内部の諸事情には拘泥しない.た だ 日本語の中に取入れられた漢語は殆ん ど須 く名詞 とし

て取扱われていると云 う事実だけは忘れてはならない.又 それらの語が,本 来の中国語で

は必ずしも名詞扱いではない語の多いと云 う事実も又忘れるべきではない.そ の様な事実

認識の上に立って,今 後我hは 日本語の中で使われている漢語や漢語表現に対処 して行き

たいと思 うのである.実 はこの事はカタカナ外来語についても同様に云い得る事なのであ
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る.こ れらの事とも関連して例}ぽ,日 本語の名詞は本来分析的性格が強 く,特 別な形態

変化を有しない為,容 易に外来借用語に依 る代置が可能であるに比 し,日 本語の動詞は本

来は総合的性格が濃厚で形態変化を有するが故に借用外来語に依る置換は必ず しも容易で

はない.漢 語系動詞 と異なり,本 来大和 コトバ系動詞の持つ外来語に対する抵抗力は非常

に強い,名 詞は簡単に漢語やカタカナ外来語に代置可能であるが,動 詞についてはそう簡

単に首をすげかえることは出来ないのである.日 本語に本来固有の大和 コトバ動詞は この

過去2000年 近い年月を経ても,な おその生命力は旺盛で,全 品詞の中では最も高い借用外

来語に対する抵抗力を示している.我 々日本人が最 も基本的なところで物事を考える時,

恐らく間違いな く 「大和 コトバ動詞」を用いて考えている筈である.こ れは とりもなお さ

ず大和 コトバ動詞の持つ基本的な語義の広さ,抽 象度の高さ等が,他 の機能語(function

word)と の統語的関連に於いて,日 本語に於ける分析的表現の存在を可能に しているので

ある.と ころで漢語系動詞の場合は,漢 字二字に 「す る」をつけて,サ 行変格活用動詞に

しているのであるが,そ の場合の行為名詞は中国語で多 くの場合動詞としても使われてい

るのであるが,日 本語ではそれら行為名詞はそのままでは動詞として使用不可能で,そ れ

を謂わば名詞扱いにして,そ の後に 「する」なるサ行変格活用の大和 コトバ動詞を添えて,

語義の狭い,抽 象度も比較的低い新種の動詞を造語 したのである.た だ現実に これ ら漢語

系動詞が現代日本語の中で重要な地位を占めている事実も否定し得ぬ.昨 今我々は 日本語

の中に数多 くの外来借用語を見出すのであるが,先 述の論法で行けば,こ れら外来借用語

(漢語とカタカナ外来語から主として成 り立っている)は,そ れらの原語に於いて如何な

る品詞として用いられていたかに関係なく,一 旦 日本語の中に導入されるや,殆 んど須 ら

く 「名詞」として用いられると云 う事になると,こ れは日本語の語彙体系や表現形式,文

体等に決定的に重要な影響を与えずには置かないのであ り,そ して結果としては,日 本語

は本来のその動詞中心的性格のそれから英語や中国語に於けるが如き名詞 中心 的(noun-

centered)性 格のそれへ と変容を強いられ,結 果 として名詞中心的(noun-centered)性 格

の濃厚な言語へと移行しつつあるのではないか と当然にも考えられる次第である.筆 者が

英語に於ける 「名詞表現」なるものを考える時には,実 は常に日本語に於けるそれをも同

時に脳裏に思い浮べながら考えているのもそれなりの理由あっての事なのである.借 用外

来語は語彙の単位から始まって必然的にその表現形式,文 体にまでその影響は及んで行 く

のであ り,そ こよりして日本語はその土台骨からその変容を迫 られているし,又 現に変容

し来ったのであ り,今 後も変容し続けて行 くのであろうが,そ の変容とは即ち,「 名詞表

現」への傾斜であると云っても過言ではあるまい と云 う気がしてならない.日 本語の将来

を考える観点からも,こ の 「名詞表現」なるものを,そ れな りに考究し続ける必要性を痛

感する.正 にこの 「名詞表現」なるものは,そ れだけの広が りと深さを持った問題提起を

与えてくれる重要な研究対象なのである.

1.英 語 「名詞表現」再考

文 体(style)と も関 連 して英 文 の理 解 に 欠 か せ な い もの に 文 型(sentencepattern)が あ る.

普 通 我 々が 英 文 の文 型 分類 と して 学 校 文 法 で 習 うも の に例 の基 本 五文 型(rS+V」,rS

+V+C」,rS+V+0」,「S+V+0+0」,rS+V+0+C」 の 各文 型 を 云 う)な る

も のが あ る.勿 論 これ で もっ て すべ て の 複 雑 な 英 文 を 分 類 説 明 しつ くせ る もの で は あ る ま

い.事 は それ ほ ど簡 単 な筈 もな か ろ う.現 に 英 文 の 文 型 分 類 に 関 して は学 者 の 間 で も諸 説

紛hと してお り未 だ に定 説 は な い.分 類 の 基 準 が 異 な れ ぽ 当然 に 文 型 の数 も異 な る.併 し
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ここではこの問題にはこれ以上触れないで,上 述の基本五文型についてのみ考察を進める

ことにしたい.勿 論この基本五文型にしてからがそれ 自体に問題を含んでいないわけでは

ない.例 えば或る文章があるとしてそれをどの文型に入れるかに関して,必 ず しも説得力

を持ち得る説明があるとは限らない.し か しそれ らの問題についてもここでは立入らない.

一応基本五文型なるものを認めた上で論を進めたい.そ れは当面の問題を論ずるにはそれ

で十分だと思 うからである.

ところで 「名詞表現」と一 口に云っても,現 実の文章の中ではそれな りに複雑な諸相を

見せていることについては これまでも詳述 してきた積 りである.こ こでは今一度文型とも

絡めて 「名詞止メ」と云 う観点からこの問題を考えてみたい.

先ず基本五文型の中で,第 三型rS+V+0」 と第四型rS+V+0+0」 については

文末が0で 終っていることよりして明らかに 「名詞止メ」と云い得る(但 しこの場合,代

名詞も一応名詞の中に含めて考える.更 に修飾語が文末に来て必ずしも文字通 りには 「名

詞止メ」に終るとは云えない場合もあるわけだが,こ こではあ くまでも文の主要成分(the

elementsofthesentence)に ついてのみ考察の対象とする.文 の主要成分 と云 う場合,中

日両文法などでは当然に も英語のそれ とは異なって考えている様だが,こ こでは通常の英

語文法に従ってS・V・0・Cのfourelementsと してお く).更 に第二文型rS+V+

C」 及び第五文型rS+V+0+C」 に関しては文末がCで 終ることか ら,「 名詞止メ」

も有 り得るが,そ うでなく形容詞で終 る場合もある.第 一文型 「S+V」 については,原

則 として 「名詞止 メ」(noun-ending)は 無理 となろう.勿 論上述の如 く,こ こでは修飾語

(modifier)は 考慮されておらず,更 に形容詞と云っても名詞を中心にした 「名詞止メ」の

型を持った形容詞句も有 り得るわけで事はそれほど単純ではない.た だ筆者がこれほどま

でして何故 この問題に固執す るのかと云えば,や は り筆者の頭の中には英文の発想法,思

想の構え方 として修辞学(rhetoric)で 云 うLoosesentence(散 列文)な るものがあ り,つ

まり英文では先に結論を述べるために主語に次いです ぐに述語部分が現われる.そ の為に

0やCがVの 後に来て結果として 「名詞止メ」を招来 しやすい.こ れに反 し日本語では修

辞学で云 うPeriodicsentence(捧 尾文)の 型を とるため,述 語部分が文末に来ることにな

り,原 則として 「名詞止メ」は無理で,ど うしても 「用言止メ」とならざるを得ぬ.更 に

英文の基本文型は近代英語(ModernEnglish)以 降,上 例で云}ば 第三文型に属するrS

+V+0」 であ り,こ の文型に於けるVは 云 うまでもな く他動詞である.自 動詞 ・他動詞

と云 う区別で考えれば基本五文型の中,第3,4,5文 型に現われる動詞はすべて他動詞

であ り,第1,2文 型のみが 自動詞から成る.英 語に於ける基本文型はあくまでもrS+

V+0」 の他動詞構文であり,又 文中に現われる頻出度もこの文型が最 も高い.こ の事実

こそが又英文に名詞表現の多い理由の有力な一因であ り,従 って又 「名詞止 メ」を作る原

因ともなっているのである.

それに比 し日本語の場合は如何であろ うか.英 文の文型分類を日本語のそれに適用する

ことの無理を十分に承知の上で,敢 えてこれを行 うとすれば,日 本語に於ける基本文型は

rS+V」 ないしは,rS+C+V」 であろうと思われる.そ れは何故であろうか.云 う

までもなく原因の決定的なものとして,和 文には他動詞構文が非常に少 く,現 に日本語の

動詞はその殆んどが自動詞より成ると云ってよい.特 に自他の区別をしない限 り,我 々は

普通動詞は日本語の中では自動詞 として無意識に把握 してお り,現 に日本語に於いて自動

詞と他動詞の区別は,特 に助動詞などの助けを借 りないと,必 ずしも明確ではない.こ の

日本文が基本的に自動詞構文 より成ると云 う事実こそが,英 文に比 し日本文に名詞表現が
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さ ほ ど多 く見 出 され ず,又 「名 詞 止 メ」 の 少 い 理 由 の有 力 な0因 と もな って い るの で あ る.

と ころ で この 辺 りで い よい よ本 論 に 立 ち 返 らね ば な る ま い.つ ま りこ こで は あ くま で も

「談 話 体 」 の 中 で の 名 詞 表 現 の 様 態 如 何 を 探 る こ とで あ っ た.そ れ に 関 連 して 先 述 の修 辞

学(rhetoric)で 云 うPeriodicSentence(樟 尾 文)とLooseSentence(散 列 文)の 差 異 に

つ い て少 し く具 体 的 に 見 て み よ う.先 ず 日本 文 が そ こに 属 す る とされ るperiodicsentence

(捧尾 文)と は,0口 に 云 っ て 文 尾 に な って 初 め て文 意 の完 結 す る型 の 文 で あ り,荘 重 に

して演 説 口調 の 文 語 体 に 向 く.例}ば 日本 語 で は,細 か く附 帯 事項 を 述 べ て お い て,文 尾

に至 っ て は じめ て文 意 の しめ く く りを つ け る.従 っ て緊 張 が最 後 に ま で持 ち 越 され る ので,

別 名 これ をSuspendedSentenceと も云 う.一 方,英 語 が それ に 属す る と され るloose

sentence(散 列 文)と は,一 ・口に 云 って 主 要 な 部 分 を 先 に述 べ て結 論 を 先 に 出 して 仕 舞 う.

然 る後,第 二 次 的 な事 柄 を ゆ っ く り追 加 して 行 く形 式 を とる文 で あ り,従 って 緊 張 は 先 に

ほ ぐされ(looseと は 気 分 が 弛 んだ 状 態 を云 う),文 の途 中 ど こで 区 切 って もそ れ な りに 文

意 が 通 ず る.こ の文 形 式 は,口 語 「談 話 体 」 に 向い て い る と云 え る.

さ て こ の様 な対 立 し合 う二 つ の 文 形 式 とそ の 相 異 な る性 格 を認 め た上 で 如何 な る事 が 云

え る の で あ ろ うか.先 ず は こ こで 問 題 の テ ー マ と し て取 りあ げ た 「談 話 体」 に つ い て は,

そ もそ も文 の表 現 形 式 か ら して英 語 の 方 が 「談 話 体 」 に 向 い て い るの だ と云 う事 に な る.

一・方 日本 語 の方 は 「談 話 体 」 に は 本 当 に 不 向 きな の で あ ろ うか .よ く云わ れ る事 に,日 本

語 で は 「文 の成 分 」 は 必 ず し も文 章 の 中 に 現 わ れ ず,敬 語 や 敬 意 表 現,文 脈(context)や

場 面(situation)に 頼 る表 現 が 多 い.従 っ て必 ず し も完 全 な 文 型 式 を 具}た 文 章 で書 かれ,

話 され てい る とは 限 ら な い.そ れ に比 し,英 語 で は 常 に 「文 の成 分 」(TheElementsofthe

Sentence)を 明 確 に 表 わ し,文 脈 ・場 面 に 頼 らず と も,一 一個 の独 立 した 完結 した 文 章 と し

て,ど の部 分 を 切 り とっ て も理 解 可 能 で あ る と され る.

確 か に こ の様 な説 明 は我 々 も よ く聞 か され る と こ ろで あ り,考 え て みれ ぽ そ れ な りに 理

屈 も通 っ て い る.た だ 問 題 は,日 英 両 語 の 現 実 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ソの 中 で の 「談 話 体 」

の様 態 を 仔 細 に 調 べ てみ る と,必 ず し も上 述 の 事 実 の み が そ のす べ て で は な い 事 が 分 る.

そ の事 が 結 果 的 に 「名 詞 表 現 」 の頻 度 の 大 小 と も関 係 して くる の で あ り,そ の 意 味 で も一・

考 に 価 す る と思 うか らで あ る.

そ れ で は 「談 話 体 」 に 関 して 日英 両 語 の 決 定 的 な 違 い と云 っ た もの は 奈 辺 に 存 す るの で

あ ろ うか.人 に よっ て それ ぞれ 考 え 方 もあ るだ ろ うが,筆 者 の 見 る と ころ で は,や は り 日

本 語 に 於 い ては,謂 ゆ る 「丁 寧 体 」 と 「普 通 体 」 と云 った 区 別 が厳 存 す るに対 し,英 語 で

は 日本 語 に 於 け る程 に そ れ らは 峻 別 され て お らず,質 量 共 に そ の差 異 は 小 さ い と云 う事 で

あ ろ う.更 に そ れ ら 「丁 寧 体 」 と 「普 通 体 」 の 使 用 され る範 囲 や 領 域 が,日 英 語 間 に於 い

て 異 な っ てお り,こ れ を 要 約 す れ ぽ,「 丁寧 体 」 の 用 い られ る範 囲,領 域 は 日本 語 に 於 い

て,英 語 の そ れ に 比 し,遥 るか に大 き い こ とで あ る.こ れ を 換 言 す れ ば,日 本 語 で は 当 然

「丁 寧 体 」 で も っ て対 処 せ ね ば な らぬ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ソの領 域 が,英 語 で は 「普 通 体 」

で 事 足 れ りと され る事 実 が 存 す る の で あ る.こ の 事 を 更 に 決 定 付 け る様 な 云 い 方 を す れ ば,

日本 語 で は そ の コ ミュ ニ ケ ・一一シ ョ ンに於 い てformalityが 尊 重 され るに 比 し,英 語 で は 同

様 の 場 合 にinformalityが 尊 重 され る と云 う,正 に これ は 言 語 の問 題 と云 うよ りも,む し

ろ 文 化 の 領 域 に 属 す る問 題 と云 った 方 が よい の か も知 れ な い.而 して こ こ よ り一 般 に 日本

人 の 「物 云 い 」 は 「バ カ丁 寧 」(overpolite)と も云 い 得 る極 め て 冗 長(redundant)に して,

娩 曲 な(euphemistic)表 現 が 好 まれ,一 方,英 米 人 の そ れ は 卒 直 に し て簡 潔 明快,更 に直

裁 な 「物 云 い」 こそ が 好 ま しい と され る.こ の事 は 先 述 の 日本 語 で の 「文 の 成 分 」 を 省 略
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し,多 く 「場面 ・状況」に依存 して出来るだけコトバを切 りつめて会話を行 うと云 う.0

般によく知られている日本式 コミュニケーションの様態と0見 矛盾しているとも考えられ

な くもない.0体 その真相は奈辺に存するのであろ うか.

先ず云い得る事の一つとして,0見 英語のそれを凌 ぐとさえ思われる日本語での談話体

の簡潔さも,実 はその様な会話が交わされる範囲は極 く限られた少数のin-group(家 族の

者を始めとして,親 しい友人や同僚など)の 中でのみ可能なのであって,実 際にはその様

な 「普通体」で済 まされる範囲はそ う広 くはないのである.日 本人がその 日常生活のコミ

ュニケーションの中で 「普通体」で済まされる場面は全体の一割内外に過ぎず,あ との九

割に当る場面では実は 「丁寧体」でないと事は済まないのである.早 い話が 日本人は物を

断定して 「云い切る」形が不得手であると云われる.更 には人にズバ リ命令する様な形で

の 「物云い」 も苦手である.日 本語の動詞には文法上は終止形や命令形が存在するが,実

際にはその両者が生の形でズバ リ用いられ るケースは極 くまれである.そ れに比 し,我 々

は連用形の中止法を用いて 「問」を持たせた り,又 同じ連用形から接続助詞につなげてや

は り 「断定した物云い」を避けようとする.更 には助動詞の 「です」・「ます」を用いて丁

寧体とし,謂 ゆる 「デス ・マス体」でもって動詞終止形で終る ドライさを緩和させ ようと

する.更 に命令形についても同様に生の形での命令形はめったに用いられず,補 助動詞や

助動詞更には助詞の助けを借 りて出来るだけ生の命令形から来る「ドギツさ」(brusqueness

orbluntness)を 緩和 しようとするのである.実 際日本語に於けるこれらの表現に用いられ

る 「緩和剤」(anodyne)と しての補助動詞 ・助動詞 ・助詞の複雑多岐に亘るその発達振 り

は 目を見張るものがある.例 えば英語に於いても助動詞を用いて娩曲表現をした り,中 国

語に於いても謂ゆる語気助詞なるものが文全体の表現を柔らげるのに用いられ る事が有 り

得る.し か し両者に於けるそれ らの修辞法も,日 本語のそれ と比較すれば物の数ではない.

日本語の 「丁寧体」の中に現われる敬語や敬意表現は英語や中国語の中には見出されない

極めて日本語に独得の表現が多いのである.

さてこれ らの事実 より,一 見省略の多い簡潔な表現 と思える日本語の談話体も,実 際に

はさほど簡潔に行なわれず,逆 に極めて冗長な物云い(redundancy)の 連続となっている

のである.こ の事を実際の日常生活の場面での談話体の中に具体的に探ってみたい.そ の

手掛 りとして特に 「挨拶語」,人 の 「呼称」,更 に人間の 「喜 ・怒 ・哀 ・楽」に関した 「感

情表現」等の中に日英語の表現様態に如何なる差異が見 られ るやを考察してみた く思 う.

これまで簡単に見てきた範囲だけに限っても,日 本語の物云いは,そ の文型,表 現形式,

文体等のいずれの面から見ても名詞表現に馴染まぬ ものが多い様に思}る のに,0方 英語

では逆に文型,表 現形式,文 体等のどの面を とっても名詞表現に極めて適合性を有 してい

るやに思われるのであるが,そ の辺 りはいずれ これから若干の実例に も当りながら詳述 し

てみたいと思 う.

ところで筆者は日本語での談話体においてよく文の主要成分としての主語の省略のある

ことを指摘した.確 かに別に談話体に限 らず,日 本語の表現形式に於いて,名 詞,代 名詞

の使用比率は英語などに比し遥るかに低 く,そ の表現の中心はperiodicsentence(挿 尾

文)の 特徴として,必 然的に文末に置かれ るのであ り,又 日本文が動詞で文末を終るもの

が大半であることを考}合 わせるならばその事は又当然の事で もあるのだ.つ ま り日本語

の表現形式では正に 『動詞は文の魂である』(Verbisthesoulofthesentence.)と 云える

のである.そ の辺 りは文の表現形式が名詞中心型であ り,基 本文型 としてrS+V+0」

をとり,従 って文末を名詞で終る(つ ま りは 「名詞止メ」のことである)英 語 との決定的
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な相異を見せている.お よそ如何なる言語に於いても,文 頭 と文末が文の構成要素の中で

最も重要な部分を成 しているのであ り,文 頭には主語が来る点では日英両語に共通である

が(但 しこれまで も論述 し来たった如 く,文 頭の主語さえも日本文では往々省略 され るこ

とがある),文 末を名詞で終るか動詞で終 るかでその文章の表現形式は勿論の事,そ の与
}る 印象や効果が異な

ってくる.往 々にして名詞たる主語を欠き,文 末の動詞に文意の大

半が集約されている和文 と,文 頭 と文末にそれぞれ名詞を配 し,そ の間に動詞を介在させ

ている英文 とでは,そ の文中に占める 「名詞vs.動 詞」の役割の相対的重要度は正反対の

ものであると云えよう.つ ま り英語はあ くまで も名詞集約性の言語であ り,日 本語は逆に

動詞集約性の強い言語なのである.そ れから日本語に於ける主語の省略の問題であるが,

つま りは動詞が主語の役割の一部を兼備 しているのではないかとの考えも成立し得る.例
}ば 敬語や敬意表現が英語の人称変化の代 りを務めているため

,日 本語では主語や代名詞

などの使用が必ず しも必要でない と云った場合 もなきにしもあらずなのである.更 に 日本

語では,主 語の性格を考えてみるに,勘 くとも本来の大和コトバに於いては抽象名詞主語

と云 うものは少い.抽 象名詞を主語に立てようとすれば,ど うしても漢語の力を借 りねば

ならない場合が多 くなる.つ まりここでは,具 体的な物が主語に立つか,そ れとも抽象的

な名詞が主語に立つかにより,述 語部分の様態に変化が見られると云 う事を云いたいので

ある.早 速実例に当ってみよう.

実例〔1〕 この辺 りはバスがあまり来ない.(Thebusesdon'trunveryoftenaroundhere・)

実例〔H〕 この辺 りはバスの便が悪い.(Thereisnogoodbusserviceavailablearound

here.orNogoodbusserviceisavailablearoundhere.)

さて実例 〔1〕の場合は 「バス」 と云 う具体的な物が主語に立っているので述語部分 と

しては力変動詞 「来る」の未然形 「こ」 と,打 消しの助動詞 「ない」の終止形がそれに接

続している.い ずれにせよ 「来る」 と云 う動作動詞が使われている.そ れに比 し実例〔豆〕

では 「バスの便が」の如 く 「便」なる漢語抽象名詞が主語に立っており(実 は大和 コトバ

で 「便」に当る様な抽象名詞を求めること自体に無理があろう.従 って 「便」なる漢語抽

象名詞を借用 しない限 り,実 例 〔1〕の様な表現しか出来ないのではないか.),述 語とし

ては形容詞 「悪い」が使われている.而 してこの例では動作動詞は一切使われていない.

つまり抽象名詞が主語に立つ と,動 詞の使用が少 くな り,日 本語文法で云えば形容詞や形

容動詞(「 この辺 りはバスの便が貧弱だ」 と云えば,こ の時の 「貧弱だ」は形容動詞であ

る)が 述語部分を構成する.英 文の場合では形容詞だけで述語部分を構成す ることは出来

ないが,動 作動詞ではな く,be動 詞或いはそれに準ずる動詞であって,相 対的に動詞の持

つ比重は軽 くなる.0般 に抽象名詞主語の場合に限らず,日 本文で動作動詞の用いられて

いる様な文章が,英 文では述語部分に動作動詞が用いられず,be動 詞やそれに準ずる状態

動詞に形容詞や名詞が補語の形をとって全体として述部を形成 している場合が多 く,や は

りその様な場合は動詞の比重は軽い.つ まりこの事は英文に於ける表現の形式が,「 物理

的 ・空間的位置関係」,動 作の途中のプロセスよりも,そ の動作の行われた後の 「結果」

や 「状態」に叙述の重点が置かれ る為に,全 体として静態的 ・図式的な描写とな り,結 果

として静的安定性に富んだ名詞を用いる表現が行なわれることになるのであろ う.日 本語

の叙述 ・描写法は全 くそれ と逆に,或 る動作の途中のプロセスをダイナ ミックに把}よ う

とするため,ど うしても動作動詞中心の叙述とな りやすい.

ところでこの辺 りでどうしても一つ考えておかねばならぬ問題がある.筆 者はこれまで

何気なしに簡単に 「日本語」な り 「日本文」などのコトバを使用 してきたのであるが,実
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はその中味はそれほど単純なものではない.現 代 日本語 と云 うことになると,そ の語彙の

面から見て三つの系統に大別される.そ れは云 うまでもなく,日 本語に本来固有の大和 コ

トバが先ず存在する,次 に5,6世 紀の頃から徐々に我国に導入されてきた中国渡来の漢

語であ り,最 後に幕末から明治維新更には今次の太平洋戦争後に流入された彩 しい数のカ

タカナ外来語がある.語 彙だけの面に止まらず,「 文体」の面でも,「 漢文体」や 「欧文

脈」orr翻 訳調」などの用語も存在する様に,大 和 コトバを主体とした仮名文字文体 とは
一味も二味も異なる外国語の影響を多分に受けた文体もすでに現代日本語の中に定着 して

いる.我 々はその典型例を謂ゆる 「学術論文」なるものに見出すのである.一 口に云って

それらの 「漢語調」・「漢文体」な り,「欧文脈」・「翻訳調」な りと呼ばれ るものの 「文体」

な り 「用語法」は,動 詞集約性の強い大和 コトバによる仮名文字文体のそれ と異な り,名

詞集約的な性格を濃厚に有している.そ の意味で英語の文章表現形式にそれだけ近いと云
}る のである

.こ の様な外国語の語彙や文体が日本語に与えた影響については,そ れだけ

で立派に一・つの研究テーマと成 り得るもので,従 ってここでこれ以上それについて論を進

める余裕はない.筆 者としてただ云いたい事は,一 口に日本語や日本文と云っても種々の

様態があ り,必 ずしもこれまで筆者が述べて来た様な動詞集約性の強いものばか りとは限

らないと云 うことである.場 合に よっては英語のそれをも上廻るほどの名詞集約的表現も

ないわけではない.併 しその問題についてはここではこれ以上立入らない.い ずれ機会を

見て是非この問題に取組んでみたいと思っている.「 談話体」における日本語だけを考え

た場合には,先 ず語彙の面か らは,漢 語よりも大和 コトバ(「和語」 とも云 う)の使用比率

が高 く,又 その文体も 「漢語調」や 「翻訳調」 よりも,平 易で 「こなれた」本来の和風文

体が使われる.「 文章体」の場合はこれ と逆の事が云えるであろ う.実 際 日本語に於ける

「談話体」 と 「文章体」の差異は英語のそれを遥 るかに上廻るものであり,と ても同一の

言語に属するとは思えない場合もなきにしもあらずなのだが,実 は程度の差 こそあれ,同

様の現象が英語に も見 られなくもない.例 えば英語に於いて,「 文章体」にはラテソ語 ・

フラソス語系統か らの借用語(loanwords)が 多 く使用され,一 方 「談話体」には本来の固

有アングロ・サ クソン語の使用比率が高 くなる.た だ日本語の場合のそれ とちがい英語の

場合ではラテン系の外来借用語にその名詞表現を負 うている反面では,本 来の固有アング

ロ・サクソン語では品詞の転用(functionalshift)が 比較的 自由で,更 に単音節語(mono-

syllables)か ら成るものが多いだけに,非 常に数多 くの簡潔な名詞表現を生み出している.

勿論英語に於いても,そ の談話体では外来のloanwordsよ りも,固 有のAnglo-Saxon語

の比率が高いわけであるからと云って,日 本語の 「談話体」に於ける如 き動詞集約的性格

にはならず,依 然 として或いは 「文章体」のそれをも上廻る名詞的性格を維持 し得るわけ

であり,そ の点は日本語の場合とは大きく異なるところである.本 項でとりあげた諸問題

については,ま だまだ色々な角度からの議論も可能ではあるが,紙 数の制限もあ り,一 応

このあた りで筆を欄 くことにする.

H.「 談話体」 に見 るコミュニケー シ ョンの様態比較

「英 ・中 ・日」各語の場合

0般 に言 語 の 習 得 に は 四 つ の 側 面 の あ る こ とは 夙 に 知 られ て い る と こ ろ で あ る
.即 ち

hearing,speaking,reading,writingの そ れ で あ る.例 えば 英 語 の 習得 に 於 い て も この 四 つ

の技 能(fourskills)が 要 求 され る のは 御 承 知 の通 りで あ る.前 半 の2技 能 は,こ れ を 英 語

に つ い て云 えば,spokenEnglishに 係わ る もの で あ り,後 半 の2技 能 は,writtenEnglish
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に 係 わ る もの とな る.こ れ をi換言 す れ ばspokenEnglishは 「談 話 体 」 に 於 い て使 用 され,

writtenEnglishは 「文 章 体」 に 於 い て 使 用 され る も の と して も よい,而 し て本 項 で は主

と して 「談 話 体 」 を 問 題 と して取 上 げ よ う と して い るが 故 に,当 然 に も我 々 の 関 心 事 は

spokenEnglishの 側 に あ る.

お よそ 英 語 に 限 らず,如 何 な る言 語 体 系 に於 い て も,文 明 語 と呼 ば れ る もの の それ に は,

「文 語 体」 と 「口語 体 」 或 い は 「文 章 体 」 と 「談 話 体」 な る2種 の 表 現 形 式 が 存 在 す る も

の とみ て よい.た だ そ の 際 問 題 とな る のは,各 言語 を 取 巻 く文 化 的 ・社 会 的 環 境 の相 違 に

応 じて,そ れ ら二 文 体 の 表 現 形 式 が 現 実 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 場 に 於 い て 占 め る役 割 の

軽重,そ の 使 用 頻 度 の 相 対 的 高 低,更 に は それ らの 守 備 範 囲 の 限 界,最 後 には それ ら二 文

体 の 性 格 内 容 と相 互 間 の距 離 の差 と云 っ た もの が そ れ ぞ れ の言 語 に よ っ て 当然 に も異 な っ

て 来 る と云 う事 で あ る.と こ ろで,例 えば 日本 人 は視 覚 型 でnon-verbalcommunication

に 長 じ,英 米 人 は 聴 覚 型 でverbalcommunicationに 優iれて い る と云 わ れ てい る.

例 え ぽ 日本 人 の 場 合 は,そ の歴 史 の初 期 の段 階 に 於 い て 中 国 よ り書 物 を通 して漢 字 とそ

の 文 化 を 摂 取 し,教 養 とは 即 ち古 典 の書 物 に 通 暁 す る こ とを 意 味 し,徳 川 三 百 年 に及 ぶ 長

い 鎖 国 と封 建 制 の 下 で,謂 ゆ る言 論 の 自由 な表 現 は 圧 殺 され,た だ ひ たす ら古 典 の 書 物 の

中 に 埋 没 す る こ とが 教i養人 に 是 とされ た の で あ る.そ こで はverbalcommunicationの 重

要 性 は 育 た ず,そ の伝 統 は 或 る意 味 で は 今 日に 至 る迄 根 強 く尾 を 引 い て い る と も云Z.る.

そ れ に 比 し後 者 のそ れ は ギ リシ ア の ソ ク ラテ ス の 弁 証 法 に 始 ま り,常 にverbalcommuni-

cationの 伝 統 が根 付 い て お り,英 国 に お い て い ち早 く議 会 政 治 が世 界 に さ きが け て 成 立 し,

言 論 に よ る 自 由 な相 互 の意 志 の疎 通 と,明 確 な 自己 主 張 とが 尊 重 され る伝 統 を 育 て て きた

の で あ る.ア メ リカ の ハ イ ス ク ール な どで は 「ス ピ.一一.チ」 な る ク ラス が設 け られ て い る と

こ ろ もあ る様 だ.フ ラン ス あた りで も,「 話 し言 葉 」 の基 準 を 国家 が 決 め て い る程 の 力 の

入 れ よ うで あ る.従 っ て英 語 そ の もの が,「 話 し言 葉 」 中心 に発 達 し来 た り,又 そ れ に 適

合 した 様 に 現 在 作 られ て い る.そ れ に 比 し,例 え ば 日本 語 の場 合 を考 え て み れ ば す ぐ解 る

こ とで あ るが,普 通 のや や 改 ま った 会 合 や ス ピ.一一..チの 席 上 で も,音 と して 聞}て くる 日本

語 の中 に は 何 とな く解 り'/Yくい コ トバ が 多 く,よ く黒 板 を 使 っ て漢 字 を 書 き出 しな が ら話

を 進 め てい く光 景 を 目にす る こ とが あ る.そ れ か ら,話 をす る側 に も,そ れ を 聞 く側 に も,

verbalcommunicationに 対 す る信 頼 度 が 今 一 つ 欠 け て い る様 に感 じ られ る こ とは,そ れ ら

の会 合 な り会 議 な りの実 状 をつ ぶ さに観 察 す れ ば,ど う して も否 め な い事 実 で あ る.そ こ

よ り 「根 まわ し」 な る極 め て 日本 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の仕 方 が生 ま れ て くるの で あ ろ

うか.つ ま り 日本 で は,会 議 を す る前 か ら或 程 度 す でに 結 論 が 出 て居 り,会 議 の 場 で の や

り と りは た だ 恰 好 をつ け る為 だ け の もの ら しい.実 際 日本語 の 中 に は,謂 ゆ る ア カの 他 人

(out-groupに 属 す る人 間)と のcommunicationの 円滑 な実 行 を 可 能 な ら しめ る様 な 適 切

な コ トバや 表 現 は あ ま り発 達 せ ず,こ の 点 は 英 語 のそ れ と比 べ て確 か に 見 劣 りが す る.我

々が テ レ ビで,外 国 の 映 画 や ドラマ を 日本 語 に 吹 き替 え られ た もの を 聞 い て い て,非 常 に

不 自然 に 感 じる こ とが よ くあ る.こ れ を 人 は 翻 訳 だ か ら 当然 多 少 の 不 自然 さは 伴 うもの だ

と思 っ て い る のか も知 れ な い.確 か'/Y「 翻 訳 調 」 と云 う コ トバ もあ る通 り,そ れ もそ の 一一

因 では あ ろ う.併 し大方 の 人 が 気 付 い て い な い か も知 れ ぬ こ とは,そ もそ も 日本 人 と英 米

人 とでは,そ の 映 画 や ドラマ の 中 に 於 い て さ え,communicationの 仕 方 そ の もの に 差 異 が

存 す る と云 う こ とで あ る.極 端 に 云}ば,日 本 人 が 黙 っ て い る様 な 場 面 で も,英 米 人 な ら

ば何 か セ リフを云 っ て い るの か も知 れ ぬ.そ れ を 仮 りに そ の ま ま 和 訳 して そ の 場 面 に セ リ

フを 入れ れ ば,聞 き手 の 側 は,そ の 翻 訳 調 の和 訳 の不 自然 さ以上 に,そ もそ もそ の 様 な コ
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ミュニ ケ ー シ ョ ンの仕 方 に,奇 異 な 不 自然 さを 感 ず るの で あ る.そ の こ とは ま さ に筆 者 が

これ ま で述 べ て きた,日 本 人 と英 米 人 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の在 り方 の差 異 の証 左 で あ り,

そ の こ とは 必 然 に 日英 両 国語 の現 実 の 姿 に 差 異 を 伴 な っ て現 わ れ て来 る の で あ る.こ れ を

具 体 的 に もっ と解 りや す く云 え ば,例 え ば 日本 語 で は か な り固苦 し く 「文 章 体」 で 云 っ て

い る様 な と ころ を,英 語 で は くだ け た 「口語 体 」 で 云 っ てい る様 な場 合 が あ る.大 まか に

云 っ て,日 本 語 で はformalな 文 章 体 で云 うと ころ を,英 語 で はcasual又 はinformalな

「口語 体 」 で済 ませ る場 合 が 非 常 に 多 い.更 に 例 えば 手 紙 な どの場 合 も,日 本 語 で は まず

日常 会 話 的 なstyleで 手紙 を 書 くこ とは 不 可 能 に 近 く,又 そ の様 な 例 は め った に 聞 か ぬ.

それ に比 し英 語 の場 合 も勿 論 確 か に 手 紙 用 の文 語 的styleが 存 在 して い るが,親 しい 間 柄

同志 の場 合 な ど,か な り くだ け た 口語 体 に 近 いstyleで 書 か れ て い る 手紙 も多 い.こ の 場

合 云 うま で もな く名 詞 表 現 が 従 横 に 駆 使 され て い る.何 故 な ら,簡 潔 に,解 りや す く,要

点 のみ を しぼ っ て 書 こ うとす れ ば,否 応 な しに 名 詞 表 現 を用 い ざ るを 得 な い か らだ.日 本

人 が,「 内」 と 「外 」 を 極 端 に 意 識 して行 動 し物 を云 っ て い る限 り,他 者 との 間 に,英 語

の そ れ の 様 な,生 々 と した,伸 びや か な感 情 ・意 志 表 出 に 適 した 口語 表 現 の 発 達 は 望 み 薄

で あ る.我 々が,名 詞 中 心 型 の テ キ パ キ と した英 語 の 口語 表 現 に 一 種 の 胸 の す くよ うな 魅

力 を 感 ず る のは,ま さに 上 述 の点 に あ る.

そ れ に 加 え て,英 語 の音 声 的 な面 もそ の 力 強 い簡 潔 さに 貢 献 して い る こ とは 否 め ない.

これ に つ い て も これ ま で若 干 は 触 れ た つ も りだ が,や は り単 語 節 語 か ら成 る本 来 の ア ソ グ

ロ ・サ ク ソン語 が 口語 英 語 の主 役 で あ る.そ れ らは 子 音 が 多 い が,そ れ 程 ゴ ッ ゴ ッ した響

は な く適 当に 間に 母 音 が は さ ま っ て 調 和 の とれ た 音 とな って い る.そ れ と 英 語 の 単 語 は

stressaccentで あ り,更 にrhythmやintonationの 起 伏 が 日本 語 のそ れ よ りは 大 き く多

様 で,そ れ が 又 日本 語)/Y有 りが ち な音 の 単 調 さか ら免 れ て い る.実 際,例 え ば英 語 の 人称

代 名 詞 をみ れ ば一・目瞭 然 だ が,そ れ らは そ の 格 変 化 の 如 何 を 問 わ ず,す べ て単 音 節 語 で あ

る.日 常 多 用 され る動 詞,BasicEnglishで 名 高 いC.K.Ogden(1889-1957)博 士 の云 う

10数 個 のmotorverbs(come,lay,set,fall,100k,stand,get,put,take,go,run,turn,etc.

の こ とを指 す).も す べ て単 音 節 語 か ら成 る.更 に 英 語 で はintonationの 高 低 だ け で,日

本 語 の文 章 体 の数 語 の働 きに と って 代 わ って い る.こ れ な ど も意 外 と気 付 かれ て い な い が,

英 語 口語 体 を簡 潔 に して い る有 力 な 一 因 で あ る.最 後 に(lastbutnotleast),日 本 語 に ど

う して もつ きま とっ て離 れ な い 敬 語 表 現 の 多 用 が,英 語 で は極 め て 少 く,又 そ の 実 体 も 日

本 語 の それ とは か な り差 異 が あ る.こ の 敬 語 表 現 か らの 自 由が 英 語 口語 体 の 簡 潔 さ と力 強

さ に寄 与 して い る と ころ は 大 で あ る.

以上,色 々の 側 面 か ら 口語 英 語 の 性 格 を 日本 語 の そ れ と比 較 して考 察 して来 た の で あ るが,

何 とな く漠然 とで は あ るが 感 じられ て い た 「口語 英 語 」 の持 つ魅 力 の0端 が,上 述 の 説 明

か ら若 干 で も解 明 され た な らば,筆 者 の幸 甚 とす る と ころ で あ る.お よそ 英 語 に 限 らず,

如 何 な る言 語 に お い て も,そ の 真 の 生 命 力 は 文 語 で は な く 口語 体,口 語 表 現 に こそ そ の民

族 の 生 々 した 諸 感 情 ・意 志 が 表 わ され てい る の で あ っ て,口 語 表 現 を抜 きに した 外 国 語 の

勉 学 ほ ど無 意 味,無 乾 燥 な もの は な か ろ う.だ が これ ま で,否 今 日で さえ,学 校 で 用 い ら

れ て い る英 語 教 材 の 中 味 は,文 語 体,文 章 体 の ものが 圧 倒 的 に多 く,生 々 した 簡 潔 で,明

快 な 対 話 調(映 画 の シ ナ リオな どに よ く見 うけ られ る)の もの は 少 く,誠 に 遺 憾 で あ る.

これ で は 一〇部 生 徒 の 折 角 の英 語 に 対 す る興 味 も半 減 させ て しま うの で は な か ろ うか.コ ト

バ は 生 き もの で あ り,そ こに は 人 間 の喜 怒 哀 楽 のす べ てが 表 現 され る もの な の だ .そ れ は

ど うして も 口語 体 で な け れ ば 不 可 能 に 近 い.英 語 を死 語(deadlanguage)と して で な く,
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我 々と同じ生 きた人間が日々生活の中でその必要に応 じて使っているコトバとして捉え,

その原点か ら・即ち口語英語に重点を於いた学習こそが望まれるところである.そ の言語

の魂が 口語表現に具現されているものだとすれば,口 語英語の征服なくして,真 に英語に

通暁することも有 り得ない.「 仏作って魂入れず」 と云 うことばがあるが,口 語英語のマ

スターな くして・単に文法訳読法による難解な英文の漢文読みは,正 に上の 「仏作って魂

入れず」の愚行であろう.よ く学校の英語の授業などで,発 音 ・音読の練習は通 り一遍で

済ませ・早々に和訳に取組む姿勢が散見され るが,こ の様な授業ならば何年英語を学んで

も・遂に英語の何たるやを把握出来ずに終ってしま うであろ う.コ トバの基本は音であり,

人間はその諸感情 ・意志を音に托 して表現せんとしているのであ り,そ こよりして,音 声

面,更 に生々した対話 ・会話体の口語表現を無視 した語学教育などは存在し得ない筈のも

のである.こ の際今一度,「 英語は生きもの」なのだ との至極当り前の事実から出発し,
口語英語の重要性を是非共見直 したいものである.

話が少 し横道にそれた様だが,こ の辺 りで再び本題に戻ろう.「 談話体」 と云 うのは普

通最小限二人以上の人間が相対峠 して,話 しコトバによるface-to-faceの コミュニケ_シ

ョソを行 う際に用いられるコトバの様態のことを云 うのである.そ の場合,そ の 「談話

体」なるものの様態はその対話に参加する成員の属する特定の社会や文化の型によって当

然にも規制される.こ れを 日本語について考えるに,そ の対話者間の性別,年 令別,社 会

的地位の高低,公 私の場面での役割の相違(例 えば,「 店員vs.顧 客」であるとか,家 族

内に於ける 「親VS・ 子供」,「夫VS・ 妻」,「兄VS・ 弟」etc・),親 疎の度合,上 下関係等々

諸々の要因に基付いた,そ れぞれの場面状況に 「ふさわ しい言葉遣い」なるものが複雑な

発達の跡を見せている.謂 ゆる 「敬語」なるものはその典型例であるわけだが,そ の敬語

にしても,例 えぽ日本語と朝鮮語とではその様態 ・役割 ・用法 と云った面でかな りの相違

がある.そ の決定的な違いの一つは,日 本語の敬語が謂ゆる 「相対敬語」であるに比し,

朝鮮語のそれは 「絶対敬語」の方が優勢であると云える.従 って例えば朝鮮語では自分の

親について語る場合,「 外向き」にであると 「内向き」であるとを問わず必ず尊敬の意を

こめた敬語を使用 しなければならない.又 妻が自分の夫について語る場合 も,外 向き,内

向きの如何を問わず尊敬語を使用せねぽならぬが,こ の様なことは,日 本語の敬語は原則

として相対敬語であるため,日 本語では余 り起 り得ないのである(た だ 日本語の場合 も,

地域によっては0部 絶対敬語の使用されている所もあるやに聞 く.近 畿から北陸にかけて

の郡部に特に見られるらしいが,時 代の流れ と共にこれも急速に変化し行 くもので,そ れ

こそ絶対的な事は云えない).更 にそれでは英語には敬語なるものは存在しないのであろ

うか.ま さかそ うでもあるまい.し か し英語に於ける敬語の様態 ・機能 ・役割と云ったも

のは日本語のそれらとは当然にも異なるのであろう.そ れでは具体的にどの様に異なるの

であろ うか.更 に加}て,そ れでは中国語に於いてはそれ らの諸現象はどの様な形で処理

されているのであろ うか?等 々次々と疑問の種はつきない.例 えば中国語に於いて 「直

呼其名」(名 前の呼び捨て)と 云 う現象がある.こ の様な対人関係に於ける呼称の様態を

問題 とする時には,そ れ らは正にその成員の属する文化や社会の現実の姿の反映に外なら

ない.中 国人が 「直呼其名」が出来る場合に,日 本人ではそれが仮 りに出来ないとすれぽ,

それは 日中両国に於ける文化の差,対 人関係のあるべき,ふ さわしい姿に対する日中両国

民の認識 ・評価基準の違い として説明さるべ きものと考えられる.中 国語に於いて,名 前

を知らない他人への呼びかけには,一 般に 「同志」が用いられる.相 手の職業などがわか

っている場合は,「老師」(学 校の先生)や,「 大夫」(お 医者さん)な どの呼称が用いられ
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る.な お外国人に対しては 「同志」を用いず,男 女共に 「先生」を敬意のこもった呼びか

けとして用いる.

ついでに,こ の辺 りで少し中国語で,特 に人間関係における呼称がどの様になっている

のか垣間見たいと思 う.我 々日本人が漢語を用いている限 りに於いて,当 然にも呼称の中

に中国語のそれと共通のものもあるのではないか と想像される.た だ問題は解放後の中国

においては特)/YVI.._呼称の内容とその用法とが解放前 とも又 日本語に於ける慣用ともかな りの

違いがあると云 う事実である.例 えば日本では称号だけでは足 らず,そ の後に更に殿だの

様だのをつけることもある様だが,中 国語の場合はその様な必要はない.更 に一般的に人

の名前を呼ぶ場合,例 えば姓が漢字で0字 の場合に年上,目 上の人に対 して 「老」をつけ

ることがあるが,女 性に対 しては老はあまり使わない.年 下の者に対 しては 「小」を使 う.

ところで姓が漢字で二字以上に亘 る場合は,そ のまま姓を呼び捨て(直 呼其名)に しても

構わない.姓 が漢字一・字の人に呼びかける場合は,姓 名を揃えて呼ぶ.非 常に親 しい間柄

の場合は名のみを呼び捨てにす ることもある.勿 論,中 国語に於いても姓名の呼び捨ては

親 しい間柄では望ましい ことであろうが,全 くの他人や場合によっては年下や 目下の者か

らの呼び捨ては好ましく思わない人 もいるかも知れないのだが,実 際には現代中国に於い

て斯様な意味での呼び捨ても広汎に用いられているのであ り,そ の辺 りは 日本語の場合 と

比較 してはっきりとした相異が感 じられ る.

一般に中国語では尊称を表わす接尾辞は少いのに対し,日 本語では非常に多 く,使 用頻

度も又高い.日 本人に とって見知 らぬ人でも見知った人でも,余 程親しい間柄でない限 り

「呼び捨て」には抵抗感があ り・接尾辞をつけて呼ぶ傾向が強い.例 えば厳密に云って中

国語には日本語の 「～さん」に当る様な呼称はないと云ってもよい.「 先生」 「同志」な

どがあるが,場 合によっては,何 もつけないで呼ぶ,つ ま りは呼び捨てにすることも少 く

はないのである.学 校で先生が生徒を呼ぶ場合 「同学」なる接尾辞を用いた り,運 転手に

呼びかける時などに 「司機同志」などと云 うことはある.更 に夫婦間では それ ぞれ の名

(丘rstname)を 呼び捨てに して呼んでいる様であるが,こ の辺 りは英語のそれと同様である.

公衆の面前である人を呼び出す場合で も,現 代中国では呼び捨てにしている様であ り,日

本人には抵抗感が残るところであろ う.た だ見知 らぬ他人の注意を惹 く為に中国語で 「同

志」を老若男女の別な く用いる様だが,日 本語にはその様な呼称はない.実 際 この 「同

志」は広 く使われてお り,「 ～同志」と呼ぶのは勿論,手 紙の宛名にも用いられる.

結論 として,現 代中国に於ける人間関係は 日本や韓国に於けるそれ と比べて遥 るかに ド

ライなものであ り,従 ってその呼称も日本に於ける程複雑な様態を見せてはいない.儒 教

的人倫関係の本家本元であった中国であるが,少 くとも現代の解放後の共産政権下に於い

ては,そ の人間関係の様態は欧米のそれをも上廻るimpersonalに してdryな ものである

様だ.

更に中国語には,日 本語に見 られる謂ゆる 「丁寧体」と 「普通体」の区別 も原則的には

存在 しない と云ってもよい.つ ま り見知 らぬ者同志が公の場所で会話を交わす場合 も特別

に 「丁寧体」を用いることはない.殆 んどの場合 「普通体」で極めて卒直簡明に会話が交

わされるのであり,こ の辺 りも日本語のそれ と大きな開きが感じられる.一 般に格助詞を

持たず,文 法上の形態変化 もない,単 音節性の孤立語たる中国語は,そ れだけで言語学的

に非常に簡潔平明な言語である上に,前 述の如き現代中国に於ける ドライな人間関係は,

全体に中国語の談話体を 日本語のそれは云うに及ぼず,英 語のそれをも上廻る簡潔に して

朋快なスタイルのものにしている.中 国語の文法範疇を英語のそれと同一線上で考えられ
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ないのは当然の事ではあるが,そ れはそれ として中国語の表現が 日本語の表現は勿論のこ

と,英 語の表現 と比べてもなおかつ名詞集約性の強い表現形式を持った言語であることは

疑い無いようだ.例 えば中国語の"今 天星期 日,人 真多."(今 日は日旺日なので,人 が大

変多い)の 如き談話体の場合,特 にそれを入れないと意味上誤解を招 く場合を除いては,

接続詞などは原則 として用いられず,又 「介詞」(前 置詞に当るものと考えてよい)や,

場合によっては動詞でさ}も 省略されることもある.更 に中国語では原則 として格助 詞を

欠 くため,名 詞が羅列されることが多 く,日 本語などに比 し,機 能語(functionword)に

依存する割合が低 く,名 詞を主体とした内容語(contentword)本 位の表現が可能 となる.

本来孤立語に属する中国語のsyntaxに 於いて機能語の果す役割は英語や 日本語のそれに

比 し大きくはないと云えよう.次 に若干の実例を掲げて中国語談話体の特徴を垣間見 よう.

(1)有 事,請 告訴服務員.〔「何か用事があった ら,服 務員に申し出て下さい」この場所,

前半部に接続詞が省略 されている,と 云 うよ りも中国語ではこの様な場合普通接続詞は用

いないと云うのが正 しいのだ〕

(2)三 天就可以取.〔 「三 日もすればお受け取 りいただけます」客の質問に店員が答えて

いる場面でも御想像願いたい.「 三天」だけで 「三 日もすれば」の意を出してお り,経 過

を表わす動詞は特に使われていない〕

(3)最 近中国学習 日語的人多起来了.〔「最近中国では,日 本語を勉強する人が多 くなっ

てきた」この場合は,中 国の前に介詞 「在」を置いて 「在中国」 とすれば,「 中国では」

の意となるのであろうが,こ この原文では特に介詞は使われていない.「 最近」は名詞の

副詞的用法と考えられる〕

(4)現 在早晩気温変化比較大,請 多加注意.〔 「このところ朝晩の気温の変化が割合に大

きいですか ら,十 分にお気をつけて下さい」 日本語でもそ うであるが名詞を副詞的に転用

する用法が中国語にも英語にもある.こ こでは0見 名詞の様に見える 「現在」「早晩」「比

較」等は中国語で副詞的に用いられているとみてよい.た だ 「比較」については,日 本語

ではそのままの形では副詞にはなるまい.「 比較的」 とか 「比較的に」とせねぽなるまい

が,そ の当 りは中国語 との違いが見られるところだ.更 に 「比較」は中国語では本来動詞

であ り,こ の点でも日本語では 「比較する」の如 くサ変動詞 「する」をつけないと動詞に

はならない.も っとも 「比較」には名詞もあ り,中 国語で 「倣比較」として 「比較する」

の意を表わす名詞表現 もある.後 半部にある 「加注意」 も同様で,「 注意」だけでも中国

語では動詞なのであるが,「 注意」を名詞にして 「加」 と組合わせて全体として 「注意す

る」の意を出している.日 本語でも 「注意をする」 と云えぽ 「加注意」なる中国語の表現

に若干近 くなるかも知れぬ.同 類の例をい くつか挙げてお こう.こ れ らはいずれも中国語

に於ける一種の名詞表現 とも呼べ るものである.

(i)加 以分析 「分析する」(ii)倣 報告 「報告する」

(iii)有 保証 「保証する」(iv)取 得勝利 「勝利する」

(V)得 到発展 「発展する」(vi)作 練習 「練習する」

これらはいずれも中国語で名詞お よび動詞 として使われている2音 節語を,こ の場合は

名詞(特 に行為名詞)と して用い,そ れに或る特定のあま り色のついていない(colorless)

動詞と組合せたものである.こ の文例で も何か接続詞が抜けている様な感がするが,中 国

語の表現としてはこれでよいのであ り,日 本語の表現に比 し,格 助詞なども介在すること

なく誠に簡潔な名詞的表現とはなっているようだ〕

(5)初 次来中国,印 象如何?日 初めて中国に来られたわけですが,印 象は如何ですか」
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や は り前 半 部 に 接 続 詞 が 欠 け て い る感 が あ る〕

と こ ろで 中 国 人 が そ の 日常 の会 話 の 中 で我 々 日本 人か ら見 れ ぽ 如 何 にbrusqueでblunt

な表 現 を 用 い,dryに してimpersona1な 人 間 関 係 の 下 に あ るか を 示 す 好 例 が あ る・ 普 段

余 りに も ク ドク ドしい 「丁 寧 体 」 の表 現 や,ベ トベ トした 人 間 関 係 の 狭 間 に 置 か れ た 日本

人 か らは想 像 もつ か な い 中 国 人 のCOmmUniCatiOnの ドライ 極 ま る様 態 を 垣 間見 る こ とに

し よ う.

実 例 〔1〕 バ ス の車 掌:r剛 上 来 的,買 票.」

乗 客:「 我 買 張 票,去 首 都 体 育館.」

これ は,い きな りバ ス に 乗 り込 ん で きた 乗 客 に 対 して,車 掌 が 次 の様 に 云 って い るの だ・

直 訳 す る と,「 今 乗 っ て きた 人,切 符 買 え」,そ れ に 対 し乗 客 の 方 は,「 私 は 一・枚 切 符 買 う

よ,首 都 体 育 館 へ 行 くん だ.」 勿 論 日本 語 で は 中 国語 の様 な直 載 な表 現 に は い くら直 訳 し

て み て も及 ぽ な い.所 詮 「翻 訳 者 は 裏 切 者 」(Translatorsaretraitors・)の 諺 の 通 りな の で

あ る.そ れ は さて お き,こ の様 な ヤ リ ト リが す べ て の場 合 に バ ス の 車 掌 と乗 客 の 間 で 行 わ

れ て い るわ け で は 勿 論 あ る まい.例 えば 切 符 を 買 わ ず に乗 り込 も うと した 乗 客 を 餐 め て 車

掌 は そ の 様 な 云 い 方 を した のか も知 れ ない.そ れ に して も 日本 で 同 じ場 面 を 想 定 した 場 合 ・

ま さか 上 例 の様 な 物 云 い とは な る まい.実 際 中 国人 の 間 で は この 程 度 の ドライ 極 ま る会 話

の ヤ リ ト リは 別 に 珍 し く もな い の で あ る.列 車 の 車 内 販 売 員 が 乗 客 に 対 して ジ ュ ー ス類 を

示 しなが ら,「 要 不 要?」(中 国語 で 云 う選 択 疑 問 文 で あ る.中 国 語 で も選 択 疑 問 文 を 用 い

ず に,要 嘱?と か 更 に は要?だ け で も同 様 の 質 問 が 為 し得 るが,さ す が に これ で は余

りに も直 裁 に過 ぎ る.一 般 に 選 択 疑 問 文 の 方 が 「ロ馬?」 な る疑 問 の助 詞 を 用 い た 文 よ りは

formalで は あ る.)と 問 うてい る の に対 し,乗 客 の方 は一 言 「不 要 」 と素 気 な い返 事 を して

い る.こ れ を直 訳 して み る と随 分 と ヒ ドイ もの で あ る.つ ま り車 内販 売 員 が 「要 るか?」

と問 うて い るの に対 し,乗 客 の 方 は 「要 らん 」 と一・言 答 え て い るだ け で・ 日常 過 剰 な ま で

の 丁寧 語 に 囲 ま れ て 暮 して い る 日本 人 か らす れ ぽ 全 く想 像 もつ か ぬbrusque極 ま る物 云 い

で あ る.更 に駅 な どで 切 符 売 り場 の 窓 口で の ヤ リ ト リも,と か く評 判 の悪 い,日 本 の 国 鉄

職 員 で も,中 国 に 於 け る様 な 物 云 い は す まい.中 国 の 出札 係 が"去1那 几?"(何 処 へ 行 く?)

と問 うて い るの に 対 し,客 は"去 大 連"(大 連 へ 行 く)と 答 え て い る.両 者 の 間 に 一 切 の 丁

寧 語 も敬 意 表 現 も用 い られ てい ない.必 要 な情 報 の交 換 だ け が 極 め て 直 戯 に ・0切 の ム ダ

な 物 云 い もな く,全 くbusinesslikeに 行 わ れ て い る.日 本 人 な どに は 到 底 こ の様 な冷 た く

突 放 した 様 な 物 云 い は 出来 ない 筈 だ.御 承 知 の如 く,我 が 日本 で は 社 会 生 活 の殆 どす べ て

の場 面 で,謂 ゆ る 「デ ス ・マ ス体 」 が用 い られ て い る.最 近 耳 障 りな も の の一 つ に,特 に

子 供 な どが,「 デ ス」 や 「マ ス」 の 部 分 に 変 に 力 を 入 れ た 妙 な ア ク セ ン トの発 音 が あ るが,

あれ な ど も 日本 語 の 「丁寧 体」 だ か ら こそ 起 る こ とで,例 えぽ 英 語 や 中 国語 で は起 り様 も

な い現 象 と云 え よ う.例 え ぽ 何 か の 面 接 試 験 の 場 面 な ど で,住 所,氏 名,年 令 等 々を 聞 か

れ て い る と して,日 本 で は 云 うまで もな く質 問 者 も答 え る側 の人 も先 ず は必 ず と云 っ て よ

い ほ ど 「デ ス ・マ ス体 」 を用 い るで あ ろ う.し か し英 語 や 中 国語 で は如 何 で あ ろ うか.例

え ば英 語 に例 を と る と次 の 様 に な ろ うか.

Q:Name?(お 名 前 は 何 と お っ しゃい ます か?)

A:Nash,FrankNash.(ナ ツ シ ュ,フ ラ ン ク ・ナ ツシ ュ と申 します.)

Q:Address?(ど ち らに お 住 まい で す か?)

A:SunsetStrip77.(サ ンセ ッ ト通 りの77番 地 に 住 ま って 居 ります.う

Q:Abe?(お 年 は お い くつ で す か?)
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A:Thirty-four.(34才 で ご ざ い ます .)

少 し大 げ さに 誇 張 し過 ぎ たか も知 れ ぬ が,そ ん な に 問 違 って もい ない の で は な いか.大

体 英 米 人 は 上 例 の様 な名 詞 だ け を投 げ 合 う様 な 簡 潔 な 会 話 の ヤ リ トリを 好 み,日 本 人 の場

合,御 覧 の 通 りの 冗 長 極 ま るstyleと な っ て い る.海 外旅 行 な どで の 機 内 ア ナ ウ ン スが 日

英 両 語 で 行 わ れ るの な どは 日英 語 の表 現 比 較 の為 の 好 例 とな る.「 日本 航 空803便 に お 乗

りの壷 客 様,叢 席 に壷 つ きに な りま した ら,塾 坐 席 の安 全 ベ ル トを壷 つ け 下 さい ませ .」

いや 全 く 「参 っ た」 と云 う感 じだ .ヤ タ ラ と 「お 」 だ け つ け れ ば よい とで も思 っ て い るの

だ ろ うか.と にか く これ に限 らず,日 本 で の 公 共 サ ・一一ビス機 関 で の ア ナ ウ ンス メ ン トの冗

長 さに は 誠 に 辟 易 させ られ る ものが あ る.日 本 で も最 近 は,特 に 若 者 達 が 敬 語 を使 う こ と

が 少 くな った と云 わ れ てい るが,そ れ は尊 敬 語 や 謙 譲 語 に つ い て のみ 云 え る こ とで 「丁 寧

語」 は 逆 に そ の 使 用 が 増 え て い 為 の で は なか ろ うか.こ れ に は マ ス コ ミの 発 達 や 商 業 主 義

の 影響 も大 きい と思 わ れ る.次 に 更 に 中 国 語 の ドライ な会 話 の0端 を 見 て み よ う.

実 例 〔1〕 「別 動,看 我.好!」(動 くな,私 を 見 ろ.そ れ で よ し!)

これ は カ メ ラマ ンが お 客 に対 し,写 真 を 撮 る前 に 色 々 とそ の姿 勢 の こ とで 註 文 を つ け て

い る場 面 を御 想 像 願 い た い.上 の直 訳 の 日本 語 で は そ れ こそ 日本 語 に な らな い .意 訳 す れ

ば,「 ど うぞ 動 か な い で 下 さい.私 の方 を見 て下 さ い.は い,結 構 で す .」 とで もな ろ うか.

似 た 様 な例 を 英 語 に 求 め る と,"Sir,takealookatthis."こ れ は 下 級 船 員 が 上 司 で あ る

艦 長 に 対 し潜 望 鏡 の中 を 覗 き見 る様 要 請 して い る場 面 な の だ が,Sirと 目上 の者 に対 して

敬 称 を 用 い て い る のは よい のだ が,そ の次 に``takealookatthis"(ち ょっ とこれ を 見

ろ)の 如 く生 の 命 令 形 の動 詞 を そ の ま ま使 っ て い る.こ の 命 令 形 を 生 の 形 で 使 うや り方 は

上 例 の 中 国語 の場 合 も英 語 と全 く同 様 で あ る.日 本 人 の 感覚 と して は,目 上 の 者 は お ろ か,

目下 の者 に対 して さ え命 令形 を ム キ 出 しの 生 の 形 で は 使 え まい .

さて この 辺 りで も う一 つ ドライ 人 間 の 極 め つ け と も云 え る例 を英 語 の 中 に 求 め て み た い .

Irmaな る女 性 が,強 盗 が ア パ ・一一トに 侵 入 す る現 場 を 目撃 し,警 察 へ110番(実 は英 語 で

は911番 に な っ て い る のだ が)す る.そ こで の 警 察 官 と の会 話 の ヤ リ ト リの場 面 な の で あ

る.

Irmadialed911.Avoiceanswered,"Nine-one-one,PoliceEmergencies .CanIhelp

you?""Yes,"shereplied."1'vejustseenarobberclimbintotheapartmentover

Pantoja'sGroceryStoreonHarlanAvenue.Sendsomeonequick ."(イ ル マ は ダイ ヤル

911番 を 回 した.「 警 察 用 緊 急電 話911番 で す.ど うか しま した か?」 と云 う声 が 返 って

きた.「x.sJと 彼 女 は 答 え て 次 の様 に 云 った.「 ハ ー ラ ン通 りに あ る パ ン トー ヤ の 雑 貨 店

の上 の アパ ー ト),r人 の強 盗 が 押 入 る と ころ を 目撃 した ん です .だ れ か す ぐに寄 越 して 下

さい 」)ど うも 日本 文 に 訳 して仕 舞 う と原文 の迫 力 が 骨 抜 きに な っ て気 が 抜 け た 様 な感 じ

だ.最 初 の 部 分 の"Nine-one-one,PoliceEmergencies."の と ころ は 例 に よ っ て名 詞 を 投 げ

つ け るだ け の形 を と った 「名 詞 表 現 」 とな っ てい る.だ が こ こで の 問題 は 最 後 のIrmaな

る女 性 が応 待 に 出 た 警 察 官 に 向 って 生 の 形 の命 令 法 でSendsomeonequick.と 叫 ん で い

る箇 所 で あ る.確 か に この場 合 は 緊 急 事 態 で あ る こ とを 割 引 い て考 えね ぽ な らぬ とは 云 え,

や は り女 性 が,そ れ も相 手 は警 察 の人 間 で あ るの に 「誰 れ か す ぐに 寄 越 せ 」 な ど と叫 ぶ様

は,如 何 に も我 々 日本 人 とは 文 化 伝 統 を異 にす る英 米 人 な らで は と痛 感 させ られ る の で あ

る.日 本 語 の 動 詞 に も当 然 命 令 形 が あ るわ け だが,実 際 に は 日常 会 話 に 於 い て 英 米 人 が 気

軽 に 命 令 形 で 物 を 云 うと ころ を,日 本 人 に は 命 令 形 を使 うこ とに 抵 抗 感 が あ る と云 う場 面

は 数 多 い.否 そ れ ど ころ か 事 実 上 我 々 日本 人 は 命 令 形 な どは 余程 の場 合 で な い 限 り滅 多 に
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これを使用 しないのである.命 令形はおろか,終 止形でさえも我 々日本人には馴染まない

のではなかろ うか.つ まり普通我々は生の形の終止形で断定的に 「云い切 る」 ことはな く

て,丁 寧体の動詞,補 助動詞,助 動詞,更 には各種の助詞などを用いて,文 末を云い切 ら

ずに 「含み」を持たせる.更 に連用形の中止法や,接 続助詞の多用 も,実 際は文を 「云い

切 る」形の終止形が使いに くい為に起って くるのである.文 末は出来れば濁して何を云っ

ているのか解 らない様にしておいた方が無難なので,そ こより各種の助詞を用いて碗曲に

「余韻」や 「含み」を持たせてお く.こ れな ども結局は,西 洋人や中国人に比して遥るか

に複雑で窮屈な人間関係の狭間に住む 日本人の生み出した苦肉の策とでも云えるものなの

であろ うか.智 に働いて角の立つ表現をするよりは,情 に樟 さしてでも白黒をハ ヅキリさ

せず玉虫色の表現にして,何 とな くアイマイな形で話を終えてしまうのに,接 続助詞や終

助詞が必要以上に使用され,命 令形はおろか,終 止形で文を終らせることす ら出来ないの

である.

ところで今でこそ動詞の終止形 と連体形 とが同じ形をとっているが,平 安朝の頃はまだ

その区別が存在した.し か し終止形で文を 「云い切 る」 ことへの抵抗感か ら,連 体形を終

止形の代用として使用している中に終止形は殆んど使われな くな り,結 果 として今 日に於

ける如き,終 止 ・連体同型の語尾を持つ ものに定着したのであろ うと思われる.(断 定の

助動詞 「だ」は,終 止形と連体形の活用形が異なる唯一のものである.そ の点形容動詞 も

「～だ」の型で終 り,や は りその連体形 「～な」 とは活用形を異にする.た だ形容動詞 と

云 う品詞を認めず,そ れを 『名詞+断 定の助動詞 「だ」』 とす る説 もあ り,或 いはその様

な説には異論を説える者も多 くあ り,た だ ここではその様な議論のあることだけを指摘 し

てお くに止める).

ところで日本語の敬語の歴史はすでに万葉の昔か ら始 まってお り,上 代 日本人 も上下の

身分関係,TPOに 基付 く人間の 「待遇表現」に極めて過敏な反応を示 したのであ り,日

本語に於ける敬語の歴史は正にその国語史 と共に始 まると云ってよい.朝 鮮語に至っては

その対人待遇法に 「丁寧体」として,上 称 ・中称 ・等称があ り,「 普通体」として下称が

あ り,日 本語と比較しても更に複雑な様相を見せる.い ずれにせよ,英 語では人の呼称関

係を除いて,謂 ゆる敬語や敬意表現が比較的には稀少であるのに比し,日 本語 ・朝鮮語に

於いては,そ れらは質量共に非常に複雑で多彩な発達の跡を見せている.中 国語も本来は

敬語の多い(勘 くとも語彙的に見て)言 語であったが,解 放後の新中国の社会体制の下に

於いて,即 ち,「 現代の中国語」に於いては,敬 語の使用が さほどのものでないとすれば,

その原因は奈辺に存するのであろ うか.考 えられる有力な一因としては,元 々中国語には,

日本語や朝鮮語に於ける如き体系的な敬語構文法が存在 しない為であ り,更 には旧中国に

於いて存在 した諸々の敬語が,解 放後の共産主義政権下に於いて大幅にその姿を消さざる

を得な くなったことにあろ う.中 国語に於ける敬語語法の中心を為す ものは対人間関係の

中に於ける 「呼称」にあ り,そ の点でも,呼 称のみな らず,そ の他諸 々の相に於いて複雑

な敬語表現が用いられている日本語,朝 鮮語の場合 よりは余程簡易なものであると云える.

更に中国語 自体が文法的な言語であるよりも,ヨ リ語彙的な言語であることを反映して,

中国語に於ける敬語も文法形式,=構 文法の中での敬語表現 よりも,語 彙そのものの中での

敬語が数多く存在 し,特 に旧中国の支配層の間に用いられた挨拶用語などにその典型を見

ることが出来る.と ころで,日 本,朝 鮮半島,中 国の三地域に亘る敬語の様態を比較検討

する(例 えば韓国と北朝鮮 とでは社会体制の相異を反映 して,当 然にもその敬語の様態も

若干の相異を見せているものと思われる)十 分な余裕はとても無かった し,又 それが本論
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文の主要テーマでもない.そ れらの事に関 しては次の機会を待ちたい.い ずれにせよこれ

までは英語に於ける,特 にその文章体の中での名詞表現なるものを,そ の複雑な諸相を見

せる数多くの例文を掲げながら分析究明して来た.併 し同時に筆者の関心は,日 本語に於

いて何故に一般の普通の文章表現や日常の談話体の中に於いて,謂 ゆるここで云 う 「名詞

表現」なるものが比較的には少いのであるかと云 う事に存する.そ の事実については若干

触れる箇所もあった.例 えば日本文の基本文型は英語流の文法カテゴリーを適用 させても

らうならば,rS+V」 な りrS+C+V」 型であ り,文 構造 として既に 「用言止 メ」で

あって 「名詞止メ」には成 り得ないと云 うのであった.更 にそのことに 加 えて,仮 りに

「体言止メ」が可能な場合に於いてす ら,例 の日本語特有の 「丁寧体」の文体がその邪魔

をして中々体言で文を終ることがむずかしいと云 う事であった.し かし,日 本人同志のコ

ミュニケーションに於いて,す べての場合において,い つも 「普通体」,「丁寧体」のみが

使用 されているわけでもあるまい.も っと内輪同志のインフォーマルな会話の中では,省

略されるべき語句はどんどん省略 されて,例 の文末に来る 「デス ・マス」は勿論のこと,

文末の動詞なども省略 され る場合も往々にしてあ り得る.従 ってその様な場合では日本語

において 「体言止 メ」は起 り得るわけである.こ こで筆者はこの様な形でのコミュニケー

ションに使用される文体を,筆 者なりに仮 りに 「内輪体」と名付けた.而 してこの 「内輪

体」に於いて省略されるのは必ず しも文末に来る 「デス ・マス」や,主 語,動 詞その他の

文の成分ばか りではない.筆 者が特に興味を以て観察しているのは,そ の後置詞 としての

性格を持つ助詞の省略である.更 にその助詞 と云った場合も,特 に 「格 助詞」 と 「終 助

詞」にその省略が顕著に目立つ様である.「 内輪体」の場合,話 し相手に対する 「遠慮」,

「気兼ね」 と云ったものは一切ない.勢 い,言 葉遣いはくだけた,100seな ものとな り,

出来る限 り短い文章で表現 しようとする結果,格 助詞は省略 され又人間の諸々の複雑な情

緒 ・感情を表現する終助詞 もやは りその使用頻度は落ちる.そ れ らに代って,日 本語では

比較的にその役割が重要視されていないイン トネーションや,リ ズムの緩急,強 弱のアク

セン ト,文 強勢等の音声面の比重が増 し,声 の調子や顔の表情,手 や身体全体の所作に頼

る傾向がずっと強 くなる.つ まり 「生の感情」を強 く適確に迅速に伝えんが為には,本 来

は附属語である助詞などは 「文の成分」です ら省略 される場面では,当 然にも省略される

ことになる.つ まりこれを専門的な用語で云えば,助 詞を用いるverbalcommunication

の部分が,人 間の声の調子,顔 の表情,身 体諸器官の仕草などのヨリnon-verbalなcom-

municationへ と移行し行 くものと云える.つ まり日本語だか らいつ も助詞がなければ会話

が成立 しないと云 うことにはならな くて,つ まりヨリ格式ばった,フ ォーマルな表現にな

ればなるほど,助 詞に限 らずその他の語句が必要となって くるのである.こ の事は何も日

本語に限ったことではなく,表 現が丁寧で格式ばるほど文章が長 くなることは何語に限ら

ず一般的に云えることである.こ の事か ら0体 どう云 うことが云えるのであろうか.日 本

語に於ける格助詞の存在,更 に終助詞および間投助詞の多用(補 助動詞 ・助動詞に依 る敬

語表現については云 うまでもない)な どと,日 本人のコミュニケーションの様態 とに何等

かの相互連関が存するのではなかろうか と云 う疑問である.勿 論すべての場合に於いて格

助詞がすべて省略出来るなどと云 う積 りは毛頭ない.併 し格助詞がな くても文意に何らの

相違 も生 じない場合が多々あることも又反面動か し難い事実である.こ の事は終助詞につ

いては更にもっと明白な事実 として云い得る.た だ 日本人がそのコミュニケーションに於

いて0般 に断定的な云い切る形で文末を終るのをきらい,「 含み」「余韻」「余情」「量し」

を持たせた形で文を終ることへの嗜好癖を有する限 りに於いて,ま すます多くの終助詞や,
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間投 助 詞,更 に は 接 続 助 詞 が 必 要 とな っ て くる.而 して この 様 な 附 属 語 や,敬 語 な どに 依

存 しつ つ,な るべ く人 間 の 「生 の感 情 」 を 直 戯 に表 現 す る こ とを嫌 う結 果,ど う して も 日

本 人 の言 語 表 現 の様 態 は,文 章 そ の もの を 出 来 る 限 り様 式 化 す る,そ れ も内 容 語(content

word)と 云 うよ りも,む しろ 機 能 語(functionword),日 本 語 文 法 で 云 えば 助 動 詞 ・助 詞

の様 な附 属 語 の 多用 に依 存 しな が ら文 型 式 を 完 結 させ よ うとす る.従 って 当然 に も,コ ミ

ュニ ケ ・一一シ ョソ の現 実 の場 に於 け る生 き た 人 間 の 声 調,ア クセ ン ト,リ ズ ム,イ ン トネ ・一一

シ ョ ン,更 に は 顔 の表 情,感 情 の起 伏,身 体 の所 作 等 々,談 話 行 為 を 側 面 か ら援 護 す べ き

諸 要 素 が 英 中 両 語 な どに比 しそ の発 達 が 不十 分 で あ る,と 云 うよ りもあ ま り重 要 視 され て

い ない.そ れ ど こ ろか む しろ必 要 以上 に それ らを 強 調 した りす る と徒 らに 反 揆 を 招 きか ね

な い.そ の様 な国 民 性 を有 す る 日本 人 のcommunicationの 様 態 は ど う して も 「丁 寧 体 」

へ と傾 き易 い.と こ ろ で先 述 の如 く,い く らformalityを 尊 重 す る 日本 人 で あ っ て も,す

べ て のtime,place,occasionに 於 い て 四 六 時 中 緊 張 を 持 続 出来 る筈 の も の では ない .従 っ

て特 定 のin-groupに 属 す る成 員 同志 の 間 に於 い て は,謂 ゆ る筆 者 の 云 う 「内輪 体 」 を 用

い て談 話 を 行 うの で あ る.た だ い く ら 「内 輪 体」 と云 って も,そ れ が 英 中 両 語 に於 け る様

な談 話 体 のstyleと 全 く同 じ様,/Yな る と云 うもの で は 勿 論 な い.日 本 語 に は 日本 語 と して

の 固有 の言 語 学 上 の制 約 が 存 す る.例 え ば い くら助 詞 を 省 略 す る こ とが あ るか ら とて 無 制

限 に そ れ が 行 なわ れ るわ け も な い.而 して格 助 詞 を 使 う限 りに お い て 日本 文 の表 現 は ど う

し て も述 語 部 分 に 重 点 が か か る.例 え ぽ幾 つ か あ る格 助 詞 の 中 で 「が 」 や 「の」 を 除 く と,

後 の も のは す べ て連 用 修 飾 語 と して働 き,用 言 中 心 の 表 現 形 式 を 形 成 せ ざ るを 得 ない.語

順 な ど もい くら「内輪 体」だ か ら とて基 本的 に は 変 え る わ け に は 行 くまい.や は りperiodic

orderを と る 日本 文 と して は 「用 言止 メ」 が 基 本 とは な ろ う.更 に そ れ 以 上 に 日本 語 の音

韻 ・音 声 組 織 そ の も のが 果 して例 え ば 強 い 感 情 の 表 出 に 向 い て い るや 否 や の疑 問 も ない わ

け では ない.中 国語 が 単 音 節 の性 格 を 強 く持 った 言 語 で あ る こ とは よ く知 られ てい る.極

端 な云 い 方 を す れ ば 中 国語 のす べ て の 単語 はmonosyllableで あ る と も云}る.何 となれ

ぽ 中国 語 に あ る2音 節 語,3音 節 語 も これ を分 解 して み れ ば そ れ ぞ れ 単 音 節 語 に 帰 す る の

で あ る.と こ ろ で英 語 の方 も特 にAnglo-Saxon語 は 単 音 節 語 か ら成 る も のが 非 常 に 多 い.

而 して 日常 談 話 体 の 中 に表 わ れ る語 は圧 倒 的 に このAnglo-Saxon語 が 多 く,特 に 文 章 の

最 も重 要 で根 幹 の部 分 を なす 語 に こそ このAnglo-Saxon系 の単 音 節 語(monosyllables)が

多 く見 出 され る事 実 が 存 す る.単 音 節 語 こそ は 強 い 感 情 を 表 現 す るの に 最 適 で あ る.し か

も英 語 の場 合 そ の単 語 は 原 則的 に 閉音 節 で あ り,特 にk,P,t等 の 破 裂 音 は 強 い 感 情 の表

出に 最 適 の語 音 で あ る と云 い得 る.更 に格 助 詞 を 欠 き,名 詞 の 羅 列 や,名 詞 中 心 の表 現 を

多 く持 つ 英 語 が 強 い感 情 の表 現 に非 常 に適 した 言 語 で あ る こ とは もは や 疑 う余 地 は ない.

中国 語 も 日本 語 な どに比 べ る と,遥 る か に 強 い感 情 の 表 出 に 適 した 言 語 で あ る と云 え る.

何 と云 っ て も 中国 語 に あ る数 多 くの単 音 節 語 と,や は り格 助 詞 を 欠 く構 文 法 か ら語 と語 が

直 接 結 び 付 くこ とよ り文 全 体 と して緊 張 感 が 保 た れ る.し か し中 国 語 の 場 合 も 日本 語 と同

じ くそ の単 語 は 原 則 と して開 音 節 で あ り,そ の点 英 語 と比べ て 語 音 に 弱 さが 感 じ られ る.、

更 に ア クセ ン トの 点 か ら も英 語 のstressaccentに 対 し,日 中 両 語 の そ れ は 原 則 的 にpitch

accentで あ り,そ の 面 で も英 語 に 見 劣 りす る.一 方 日本 語 は 何 と云 って も多 音 節 語 が 大 半

を 占め,極 め て 母 音 過 多 の言 語 で あ る.ど う見 て も強 い感 情 の表 出 に は 不 適 で あ る.こ の

事 は そ の 開 音 節,高 低 ア ク セ ン ト(pitchaccent)は 云 うに 及 ぼ ず,構 文 法 の 面 か ら も各 種

の 助 詞 の 使 用,用 言 中 心 的 表 現 法 更 に は 日本 語 に 特 有 の敬 語 及 び敬 意表 現(honori丘cs&

honori丘cexpressions)等 々 と相 侯 っ て,ど う見 て も 日本 語 と云 う言 語 は 強 い 感 情 表 現 に は
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適 していない様だ.日 英両語の感情表現の違いとして色々その他にもあり得るわけだが,

例えば文の種類 と云 う点から,そ の感情表現が疑問文となっているか,そ れとも否定文か,

それ とも肯定文なのか と云った修辞法の問題もあ り得ることを指摘 しておく.更 に同じ様

な感情表現を行なお うとする場合,文 型式をとるか,そ れとも何か副詞的な語句を用いる

か,或 いは間投詞でズバリ表現するか等 々,特 定の言語に於いてそれぞれその処理の仕方

が異なることは容易に想像されるところである.と にか くこの 「感情表現」の分野 こそは

日英語の相違が最も顕在化しやすい ところと云えるのである.

最後に今 日の 日本人の談話形式の謂わば原型(prototype)と も云える王朝時代から大宮

人や都人により伝}ら れてきた 「京 コトバ」なるものに対する筆者な りの卒直な印象を述

べてみたい.つ まりそこで行われている様なCOmmUniCatiOnの 様態こそが現代に至るもな

お代表的な日本人の物云いの実体なのであり,そ れ らを支えてきた大宮人や都人のmen-

talityこ そが,日 本語の談話体をして英中両語に於けるそれ と大きな距 りを生じさせた決

定的な要因と見られな くもないのである.で は早速その印象の幾つかを挙げてみよう.

(1)と にか く前口上が長すぎる.話 の途中でも,盛 んに弁解 しないと話が先へ進まない.

これは発言にこだわ り過ぎるのと,他 人の存在への異常な気配 り(と 云 うとよく聞こえ

るが,実 際は他人への警戒心である場合が多い)の 故である.

(2)意 味のない形式的な物云いが多い.換 言すれば,冗 長(redundant)で 虚飾に満ちた表

現が多い.こ れなどは英中両語における単刀直入な物云いとは対極に位置するものと云

えよう.こ れを都人の 「遊びの精神」 とでも云 うのか?

(3)何 を云っているのか真意を測 りかねる物云いが多 く,当 事者双方の側での疑心暗鬼を

生む原因ともなる.仮 りに本気で相手に問いただす と 「察 し」の悪い奴 とばか り 「野暮

天」扱いされることは必定.モ テるのは 「粋な人」なのか?

(4)平 身低頭ぶ りが 目立ち,相 手の顔などもまともに見ることもない.現 に日本では西洋

流に相手の目を見つめて話 しなどしようものなら,相 手側は落ち着かない気分にされる

ことは間違いない.例 の 「低姿勢」(lowposture)に 出ておくのが一番無難なのであろ う.

事大主義と事なかれ主義の素地が ここにある.目 と目は物言わぬのである.

(5)実 りなき対話が余 りにも多い.口 先 きだけでただ儀礼的に物を云っていると云 う印象

は拭い難い.イ ンギン無礼(benignneglect)を 地で行 く感がある.こ れを大宮人や都人

の``sophistication"と 云 うのであろうか?

(6)面 子にこだわ り,体 面を重んずるのあま り,人 間らしい生の感情が出せず,卒 直な話

し合いは不可能となる.「 ウチ」 と 「ソ ト」を巧みに使いわけ,そ こより「ウチ ワのこと

ば」 と 「ヨソユキ言葉」のdoublestandardが 生まれてくる.複 雑な 「物云い」の生ず

る所以である.

(7)物 を云 う時はいつも 「構えた」云い方をする.冗 談などの入 り込む余地 もない.も う

少 し相手を信用 してrelaxし た雰囲気の下で真情を述べた方がよいのではないか.だ が

そうすると田舎者 となる.「 丁寧体」の氾濫の素地が ここに もある.

(8)口 の中でボソボソ,特 に文末は濁 して相手にそれと悟らせない.断 定的に云い切らな

い.文 頭も何を云い出すかは,は っきりさせない.国 会答弁はその現代版.

⑨ 言質をとられることを恐れるのあま り,歯 切れの悪い言い回 しが多 く,や た らと切れ

目のない文がダラダラと続 く.連 用形中止法や,接 続助詞が盛んに活躍する.間 投助詞

などの使用も必要以上に 目立つ.中 国語で言 う 「令人着急的」とはこの事か?

(10)底 意地の悪い(イ ケズ),陰 湿で根暗な性格を思わせる持って回った誤解を招きかね
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な い 云 い 回 しが 多 す ぎ る.ヨ ソ者 に は とて も理 解 しに くい 「閉 ざ され た 言 語 」 との 印 象

は や は り拭 え な い.巷 間 言 わ れ る 日本 人 の外 国 語 ベ タ の遠 因 を こ こに も見 る.

以 下 まだ まだ 「京 コ トバ 」や 都 人(Kyotoites)の コ ミュニ ケ ・一一シ ョ ソの 様 態 を 表 わ す 特 徴

は あ る と思 うが,一 応 この 辺 りで 終 え る こ とに した い.そ れ こそ 都 人(Kyotoansorcapital-

dwellers)か ら少 しイ ケ ズ過 ぎ る ので は ない か との批 判 も聞 え て来 そ うだ が,し か し これ は

別 に 「京 コ トバ 」 を 使 う 「み や こび と」 に限 っ た こ とで な く,現 代 の0般 の 日本 人 全 体 に

つ い て,「 当 らず と い え ど も遠 か ら じ」 な の で は な か ろ うか.実 際 日 々 の生 活 の 中 で,以

上 十 項 目の どれ か0つ や 二 つ は 経 験 しな い 人 は あ る まい.必 ず や 思 い 当 る項 目が あ る筈 だ.

否 それ どこ ろか,以 上 の項 目の どれ もが 実 際 に は 日本 の 社 会 で の 「生 き残 り」(surviva1)の

為 の必 須 条 件,平 た く云 え ば 「処 世 の チ エ 」 と も云 い 得 るの で は な いか.尤 も同 じ人 間 で

あ る限 りに 於 い て,英 米 人 や 中 国 人 が 上 述 の十 項 目の いず れ を も免 が れ て い るな ど とは 云

わ ぬ.程 度 の差 こ そ あ れ,社 会 的 存 在 と して の 人 間 が 群 れ を な して集 団生 活 を 強 い られ る

限 りそ こ よ り生 ず る複 雑 な対 人 間 の 利 害 関 係 を 処 理 す る為 の人 間0般 の持 つ 弱 点(或 い は

チ エ?)な のか も知 れ ぬ.現 に 英 中 両 語 に 於 い て も敬 語 や 敬 意 表 現 が 皆 無 で あ る筈 もな く,

又 それ な りの 娩 曲表 現(euphemism)も 日常 談 話 体 の 中 で使 用 され て もい る.た だ筆 者 の

云 い た い の は,そ れ に もか か わ らず(敢 え て そ う云 い た い のだ が),現 実 の 日本 語 に 現 わ

れ た談 話 体 の様 態 と英 中 両 語 に 於 け るそ れ との 差 異 は や は り余 りに も大 きい.例 え ば 命 令

形 は云 うに 及 ばず,終 止 形(文 を 云 い 切 る形 と考 え て よい)で さえ もが,そ の 生 の 形 の ま

ま で 使用 され 得 な い 日本 語 の 談 話 様 態 と,そ れ らが 何 の こだわ りもな く自 由に 使 用 され る

言 語 を 持 つ 談 話 様 態 との 差 は や は り大 きい.更 に文 法 で 云 う謂 ゆ る 「0語 文 」(one-word

sentence)な る表 現 も,日 本語 に は 馴 染 ま な い と云 って よい.そ れ に は や は りそ の 様 な 「一

語 文」 で は 敬 意 表 現 が 不 可 能 に 近 く,又 文 を 「云 い切 る」 形 とな り易 く,更 に 命 令 口調 に

響 く場 合 も多 い 等 々の 理 由か らで あ ろ う.つ ま り日本 人 のcommunicationに と ってtop

priorityを 占め る もの は,実 は 正 確 に して迅 速 な る 「意 志 の疎 通 」 や 「情 報 の交 換 」 な ど

で は な く,己 れ の 「分 限 」 を よ くわ き ま えた 上 で の相 手 に対 す る 「配 慮 」 な ので あ り,そ

の 様 な 立 場 か らす れ ば,場 合 に よ っ ては 事 実 や 伝 えた い と思 う情 報 を 敢 え て0部 歪 め て で

も相 手 に 迎 合 しか ね な い.従 っ て非 常 に アイ マ イ な表 現 が 多 くな る所 以 で あ り,又 誤 解 や

「思 い込 み 」の 多 く発 生 す る理 由 と もな る.よ く外 国人 が 日本 人 社 会 の 中 で の 「会議 」 の多

さに 言 及 して い るが,直 裁 に物 云 え ぬ 日本 人 に は そ れ な りの御 繕 立 が 色 々 と必要 な の で,そ

れ だ け 決 論 を 出 す の に 手 間 ヒマが か か る の で あ ろ う.こ れ らを 総 合 して 考 え て み るに,要

す るに 日本 人 は そ の 社 会 生 活 に 於 い て,各 人 は それ ぞれ 先 天 的 ・後 天 的 に 定 め られ た 「分

限 」 に 基 づ い て 行 動 し,又 そ の分 限 に ふ さわ しい 「言 葉 遣 い」 が 頑 くな に 守 られ,つ ま り

様 式 化 され た 生 活 が 同 じ く様 式 化 され た 「言 葉 遣 い」 を生 ん で い るの で あ る.こ の 「様 式

化 」(stylization)な る もの は,当 然 に も各 個 人 の 自由 に して 卒 直 な る感 情 表 出 とは 相 容 れ ぬ

もの で あ る.人 間 の本 来 持 っ て い る強 い 「喜 ・怒 ・哀 ・楽」 の 感 情 もそ の表 出 の様 態 と云

う段 階 に な る と,日 本 語 の様 な性 格 の言 語 で は極 め て紋 切 型(stereotype)の 無 表 情 な もの

とな りや す い.こ の 「紋 切 型 」 と云 うのは,様 式 化 され た 物 云 い(stylizedphraseology)と

云 うこ とで,上 述 の 「0語 文 」 な どで もな けれ ば,名 詞 を 主 体 と した 短 い 語 句 か ら成 る の

で もな く,動 詞 ・補 助 動 詞 主 体 の上 に附 属語 と して の 各種 の 助 詞 ・助 動 詞 の多 用 よ り成 る

文 章 完 結 型 の そ れ で あ る.こ れ を分 り易 く云 え ば,日 本 語 に於 け る感 情 表 現 と云 うは,卒

直 な 感 情 を 短 い 語 句 の 中 に こめ て強 く発 話 す る と云 うよ りは,0旦 そ れ らを 紙 の上 に写 し

取 って 然 る後 に 文 章 体 と化 した もの を再 度 朗読 す る と云 った 観 が あ る.更 に 「無 表 情 」 と
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云うは,音 声的(vocal)な 側面から見た場合,ア クセソト,イ ントネーション,リ ズム,

ス トレス,更 に声音 ・声の表情等hの 面で極めて抑揚に乏しく,0本 調子であることだ.

尤も先述の如 く,日 本語に於ける感情表出の様態は文章を朗読している様なところがあ り,

従って特別に強い起伏に富む,表 情盟かな発話が望めぬとしても当然なのか も知れぬ.こ

の間の事情を最も雄弁に物語る例 としては,何 れかの競技などで優勝 した選手に放送記者

などがマイクを向けてinterviewし ている場面で,聴 衆の側は何か感激に充ちた強い言葉

が発せられるものと期待していたところ見事に裏切 られる羽目となる.つ まりその優勝選

手からは何らの短 く強 く鋭い,表 情豊かな発話などなされず,イ ヤに取澄ました感 じの長

たらしく無表情な文章がまるで教科書でも読む様な調子で発せられるだけなのだ.(例 え

ば角界の力士などにその典型例を見る.)し かし選手や力士ばか り責めるわけにもゆくま

い.実 際,日 本語でその様な場面に英中両語に於ける如き直裁で表情豊かな感情表出など

ムリな話なのだ.勘 くとも,日 本人はその長い歴史の過程の中でその様な直裁な表現は発

達させ得ないで来た.そ れには勿論それな りの理由がある.日 本人の持つ独得なmentality

やそこより生まれる 「分限」意識の異常なまでの強さ,農 耕民族の持つ閉鎖性や非社交性

等々挙げて行けばい くらでも切 りはない.更 にそれ らのnon-verbalな 理由の外に,勿 論 日

本語に固有の,つ まりverbalな 側面がある.膠 着語としての性格上 どうしても附属語の使

用が多 くな り,そ の為例えば孤立語である中国語に於ける如き内容語(contentword)と 内

容語とが直接附属語を介さずに直結されるなどと云 う現象も起 りに くい.又 例えば英語に

於ける如 き屈折語尾変化に依る格変化もム リで,や は り格助詞を体言に接辞として付着 さ

せねばならぬ.更 に音声面での表情の乏 しさを補 うものとしても附属語が 日本語に於いて

多用される.そ の他日本語と英中両語に於けるcommunicationの 様態比較は色々な角度

か ら為 し得るのであるが,そ の若干の相違点についてはこれ まで触れてきた通 りである.

勿論十分な説得力を持った説明が為されたか否かについては自信がない.何 しろ問題は余

りにも広 く深 く,日 本語は母語 として当然の事ながら,英 中両国語の十分なmasterな し

には満足のゆく相互のcommunication様 態比較など為 し得るものではない.こ こではそ

れらのほんの0端 を覗 き見たに過 ぎず,今 後は特に音声アクセント面での比較研究は欠か

せないところだ.何 故ならコ トバの原点はやは り 「音」そのものにあるからである.

皿.英 語 「名詞表現」諸例(皿)

ここでは特に 日常交わされる 「挨拶語」,親 疎を問わず人 と人 との間に於ける 「呼称」,人

間の喜 ・怒 ・哀 ・楽に関した 「感情表現」,更 に日常会話の中での簡単な 「口語表現」な

どの様態が英語に於いて如何様になっているかをその 「名詞表現」と云 う視点か らこれを

考察 してみたい.更 にそれら英語に於けるcolloquialismの 様態を 日本語のそれ とも実例

を通して比較を試みたい(必 要とあらば中国語のそれ とも).実 は 「名詞表現」と一 口に

云っても色々な 「相」があ り,又 色々な捉}方 もあることはこれまで何度も繰 り返 し述べ

てきた.し かしここでは特に日常の 「挨拶語」や,人 の 「呼称」,人 間の感情の起伏がモ

ロに現われる 「感情表現」などを中心にその例を見 ようと云 うのであるから,必 然的にそ

う長い文型式のものは少い.名 詞ズバ リ0語 を投げつける型のものから,せ いぜいその前

に形容詞などがつ くものが多い.た だ実際には英語の 「感情表現」には,日 本語では附属

語を使用 した り,形 容詞 ・副詞的修飾語を用いている箇所で 「文型式」をとっているもの

も少 くはないのだが,こ こではそれ らの例は割愛させて頂 く.た だ 「感情表現」をはじめ,

「挨拶語」や 「呼称」に しても,こ れ らはすべて人に向って直接に投げつけられる表現なの
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であるか ら,そ の表現は 「短 く鋭い」(compact&incisivc)も のでなければ効果はない.そ

の際にはどうしても名詞の持つ属性が最適のものであろ うし,そ こより簡潔で鋭いPunch

の効いた 「名詞表現」が登場する所以のものであろ う.

(1)Goodmornin9.「 「お早 うございます」これは挨拶語の筆頭にふ さわ しい表現だと思

うが,例 によって英語では形容詞を伴なった名詞が投げつけ られるだけで,更 に 「名詞止

メ」 となっている.日 本語の方は 「お」と云 う接頭語に,「 早 う」は 「早 く」のウ音便化

したもので形容詞 「早い」の連用形であ り,「 ございます」は 「ござ ります」のイ音便化

したもので,元 々 「ござる」なる動詞(「居る」や 「ある」の敬語)の 連用形が助動詞 「ま

す」に接続して出来たもので,結 果として 「ござる」の丁寧語 となっている.と にか く丁

寧語が2重 ・3重 にoverlapし て使われている正に 「バカ丁寧」(overpoliteness)と しか云

い様のない典型的な日本語的表現である.因 みに中国語では 「早!」 と形容詞一語で足 り

る.「 お」も 「ございます」も何処かへ吹っ飛んで仕舞 う.日 中両語に於ける表現様態の

差ここに極まれ りと云った感がする.英 語でもよくGoodの 部分は省略 されてMorning!

と云 う事も多 く誠に簡潔そのものである.日 本語でも 「お早 う!」 とだけ云 うこともある

が,例 によって上下関係,親 疎関係が絡まって,ど うしても 「ございます」を添えねばな

らぬ場合が多い.英 中両語に於いては対話者問の上下 ・親疎関係にそれ こそ関係なく,誰

れに対 しても常に同じ表現が使用可能である.こ れは何もGoodmorning.や 「早!」 に

だけ限った ことはな く,殆 んどすべての 「挨拶語」について云えることで,や は り日本語

の表現の特殊性が窺い知れる好例であろ う.た だここで一言断わっておきたいことがある.

実は先程 「早」について形容詞であると云ったが,中 国語の 「早」には 日の出のころ,つ

まり 「朝」を意味する名詞的用法 もある.辞 書によれば挨拶に用いる 「早」は特に品詞区

分は書いてな く,「 挨拶語 ・応待語」 とだけ記 している.若 し仮に 「早」を名詞 と解釈 し

その意味を 「朝」 ととれぽ,英 語の表現と同じ様になる.た だ中国語の文 章体 の 中で は
"goodmorning"を 「早安」と訳 している様である

.と ころで中国語は形態変化を殆んど

持たず,そ の品詞区分もアイマイなものが多い.英 語についても若干その様なことが云え

な くもない.日 本語の場合は比較的品詞区分はハッキ リしている方だが,そ れでも形容動

詞を一個の独立 した品詞 として認めるや否やについての論議はある(例 えぽ謂ゆる時枝文

法な どは形容動詞と云 うよりは これを名詞に助動詞 「だ」がついたものとして解釈 してみ

る観方も提案 している様だが,し か しこれに もそれな りの難点はある様だ).い ずれにせ

よ,品 詞の捉}方 そのものや,そ の区分についてはまだまだ未解決の問題も多 く,更 に各

言語間のそれぞれの特殊性が加わ りその問題を実に複雑にさせているのが現状である.た

だここではこれ以上品詞論には深入 りしないが,そ れにしてもこの様な簡単な 日常の挨拶

用語の云い方にも日英両語間,更 には中国語 も加えて,そ れぞれにその様態を異にするの

は興味深 く,単 に言語学上のと云 うよりは,非 言語的要因も働いてその表現様態に差の出

て くるところが特に筆者な どには興味深いところだ〕.

(2)Cheers!〔 「乾杯!」 中国語では 「干杯!」 と書 く様だが,問 題は又しても品詞をめ

ぐる厄介な事態に直面する.ま ず 日本語の 「乾杯」だが,勿 論 これは中国から来た謂ゆる

漢語表現であ り,こ れに当る大和 コトバの成語は特にな く,云 うとすれば 「サアみんなで

杯を飲み干 しましょう」と文型式にでもするしか方法はあるまい.日 本語のこの 「乾杯」

は 日本人の感覚としては名詞の様に響 く.こ のことは実はこれに限ったことでな く,漢 字

2字 から成る行為名詞(例 えぽ,「 注意」「練習」「工作」「斗争」「解釈」h)も 日本語

ではすべて名詞扱い となろう.そ してこれを動詞化するためにはサ変動詞の 「する」をそ
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の後につけて 「注意する」 とか 「練習する」の様にするのである.つ ま り日本語 としては

あくまでもこれ らの2字 漢語を名詞として捉えているため,ど うしても 「する」をつけな

いことには動詞 としては使}な いのだ.と ころが中国語ではこれらの語は本来動詞なので

あ り,又 その様に動詞 として用いる方が圧倒的に多いのである.た だ厄介な事に名詞 とし

ての用法もあ り,そ の場合はその前に 「倣」な り 「作」を置いて動詞と同じ意味を出そ う

とする.さ て話を元に戻して,中 国語の 「干杯」であるが,こ れもどうやら動詞であるよ

うだ.と すると日本語の 「乾杯」も元の中国語の用法に戻せぽ動詞と云 うことになる.し

かし日本語としては 「する」がついていない漢語2字 の語はどうしても名詞としか響かな

いし,又 そのままで動詞にはまず使}な かろう.尤 も日本語でも 「乾杯」を仮 りに訓読み

にしてみると,「 杯を乾す」となって名詞性が薄れ,動 詞的性格が前面に強 く出て くる.

それはそ うと,先 程中国語では 「干杯」は動詞だと云ったが,そ れは辞書を見る限 りにお

いての話で,更 に又 「為世界和平干杯!」 と云った様な文脈に於いて の事 で,た だ 「干

杯!」 とだけ叫ぶ場合は如何 となると又問題も出てこないわけではない.い ずれにせよ,
一字 ・一音 ・一声 ・0意 味か らなる単音節性の孤立語たる中国語の品詞区分は誠に困難を

極める.一 筋縄では行かないと云 うのが卒直な実感である.た だ筆者に とって興味深いこ

とは,日 本人が外国語を自らの言語体系の中に組入れる際に,漢 語に限らず,カ タカナ外

来語の場合でも,本 来のその国の言語の中での品詞区分に関係な く,す べて名詞 と云 う形

でしか日本語の中では機能 しないのではないかと云 う事実である.例 えばカタカナ外来語

にその例をとれば,「 エンジョイする」だの 「ブル・一一の背広」だのと云 う時の 「エンジョ

イ」や 「ブルー」は日本語としては名詞扱いであろうが,本 来の英語の中では,そ れぞれ

動詞であ り形容詞である.(更 にrNowい 服装」やrNowな ディスコ」などの場合は,前

者のNowは 形容詞の語幹であ り,後 者のNowは 形容動詞の語幹と考}ら れる.中 国語

の動詞は原則として形態変化しないのに比し,日 本語の動詞は活用変化するものだから,

漢語の動詞に更に 「す る」 と云 うサ変動詞をoverlapさ せて,そ れで何 とか漢語の動詞を

活用させることが出来たと云う事なのであろ う.た だ気になるところは 日本語で何故 「乾

杯 しよう!」 とならずに 「乾杯!」 だけで終 っているのだろうか(勿 論 「乾杯 しよう!」

の様に動詞化 して云 うこともいくらでもあ り得るが).こ れはやは り中国語の 「干杯」の音

だけをそのまま借 りて云 う結果に偶々,と 云 うよりはこの様な短い呼びかけ語として使 う

場面であるため,そ うなったのかも知れない.こ の事に関連した問題は論 じあげて行けば

い くらでも出て くるが,切 りがないのでこの位に止めてお く.さ て肝心の英語のCheers!

であるが,こ れは勿論名詞である.似 た言葉にCheerio!な どもある様だ.更 にBottoms

up!と 云 う表現もあるが,こ れはupと 云 う語がついて全体としては名詞表現と云 うには

少し弱い.「 名詞止メ」でない為,音 の響 きも弱い.〕

(3)Myfriend!〔 「我が友よ」とでも訳す しかないが,こ れはどうしても日本語の普通

の表現に馴染まないことは日本人であれば誰れでも実感す るところであろう.つ まりこれ

は呼びかけとして使われた場合の表現で,最 初にmyfriendと 呼びかけて,そ の後何か文

章を続ける型をとった り,最 初に何か云った後で,myfriendと 云って文を終る場合もあ

ろう.い ずれにせ よ,こ の様に人に呼びかけた りする場合に,名 詞をただぶつける様な形

の表現は どうしても日本語に馴染まないところがある.日 本語訳を見てもらえばよく解る

が,例 の終助詞の 「よ」がついている.日 本語ではそのまま名詞をぶつけられないものだ

から,助 詞の 「よ」をつけたのであろうが,や は り英語の 「名詞止 メ」のstylcと 比べ る

と迫力に欠ける.大 体日本語の感情の表現法と云 うのは,強 い感情を音声やアクセント,
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抑 揚 や リズ ム,息 使 いや 語 気 で表 わ そ うとす る よ りも,助 詞 ・助 動 詞 や,各 種 の修 飾 語 句

な どを用 い て,全 体 と して の 文 のstyleと して 表 わ そ うとす る.こ この例 で 云 え ぽ,英 語

に は終 助 詞 の 「よ」 が 無 い た め,myな りfriendな りを 適 宜 強 め感 情 を こめ て 発 音 しな け

れ ば な らな い が,日 本 語 の 場 合 で は 「よ」 と云 う終 助 詞 を添 え るだ け で,す べ て 用 は 足 り

て 仕 舞 うので,特 に どれ か の語 を 強 め た り,特 別 の感 情 を露 わ に 出 して 発 音 す る こ と も必

要 な い.実 は これ は 日英 両 語 の言 語 構 造 や 表 現 形 式 の 差 異 と云 う観 点 か ら説 明 して い るわ

け だ が,実 際 に は そ の背 後 に 更 に非 言 語 的 要 因 も働 い て い な い わ け で は な い.例 え ぽ 日本

的 文 化 伝 統 の下 では 感 情 の露 わ な表 出 は 必 ず し も美 徳 で は な い の で あ る.出 来 る限 り感 情

は 表 に 出 さず 控 え 目に丁 重 に 物 を 云 うの が 良 し と され る様 な文 化 伝 統 の下 で は,感 情 の 素

直 な表 出 の結 果 と して の,張 りの あ る力 強 い 迫 力 に 満 ちた 表 現 の仕 方 な どは む しろ 敬 遠 さ

るべ き対 象 と しか な らな い の だ.と こ ろで 英 語 の呼 びか け 語 と して のmyfriendと ピ ヅ タ

リ照 応 す る表 現 が 実 は 中 国 語 に も存 在 す る.即 ち 「我 的朋 友!」 と云 うの が そ れ で あ る.

中 国 語 の 場 合 も終 助 詞 が 用 い られ て い な いた め 「名 詞 止 メ」 が 可 能 とな る.従 っ て又 強 く

呼 び か け る語 調 は 声 の調 子 に 頼 る しか な い 点 も英 語 の 場 合 と同 様 で あ る.更 に 日本 語 の場

合 は そ もそ も 「我 が 友 よ!」 な ど と呼 び か け る様 な 云 い 方 そ の もの が 存 在 しな い と も云 え

る の で あ るが,中 国語 で は 「我 的 朋 友 」 に は 何 の 不 自然 さ も伴 なわ な い し,更 に これ を拡

大 して,「 我 尊 敬 的 朋 友!」 即 ち 「我 が 尊 敬 す る友 よ!」 な ど と云 い得 る.同 様 の 英 語 の

云 い方 と して は"Myhonorablefriend!"な どが 云 え る.こ れ も 日本語 の表 現 と して は シ

ッ ク リしな い の は 云 うまで もな か ろ う.〕

(4)Surething,he'sabore・ 〔「確 か に,彼 は 退 屈 な 男 だ よ」 先 ず 初 め の 「確 か に 」 の部

分 で 日本 語 で は 副 詞 的 修 飾 語 の形 を とっ て い る が英 語 で は 名 詞 的 に 表 現 され て い る(sure

thing).と ころ で この 文 の 極 め つ け は 実 は そ の こ とでは な く,後 半 のaboreに あ る.つ ま

りこ のboreな る名 詞 は これ0語 で,「 人 を 退 屈 に させ る人 又 は 物 」 の意 が あ り,こ の様 に

名 詞 一 語 の中 に,日 本 語 では 用 言 を用 い て 連 体 修 飾 語 の 助 け を 借 りて表 現 しな けれ ば な ら

な い 部 分 が す べ て集 約 的),rV`.表現 され て い る.文 意 の 大 半 が こ のboreな る名 詞0語'/YYI.._かか

っ て い るわ け で,こ の文 は英 語 名 詞 表 現 の 中 で もそ の 典 型 とも呼 ぶ べ き もの で あ る.と こ

ろ で 「退 屈 な 男」 と云 っ た場 合 の 「退 屈 な 」 は 云 うまで もな く形 容 動 詞 「退 屈 だ」 の 連 体

形 で あ るわ け だ が,「 退 屈 な 男 」 と云 った 場 合,そ れ は 「人 を 退 屈 に させ る男 」 の 意 で あ

っ て,「 自分 で退 屈 して い る男 」 の 意 で は あ る まい.こ の事 で憶 い 出 した が ・ か つ て 「旗

本 退 屈 男 」 な る映 画 が 上 映 され た こ とが あ った が,こ の場 合 の 「退 屈 男 」 とは 「自分 で 退

屈 して い る男 」 の 意 で あ ろ う.す る とこ の 日本 語 の 「退 屈 」 な る語 を どの 様 に と らえ るべ

きな の で あ ろ うか.名 詞 な のか,そ れ と も形 容動 詞 「退 屈 だ 」 の 語 幹 な のか ・ 更 に は 「退

屈 す る」 な る漢 語 系 動 詞 か ら 「す る」 の部 分 を 省略 して 云 った もの な のか 等h色 々 の疑 問

が 湧 い て くる.い ず れ にせ よ,「 退 屈 な 男 」 と云 うの と,「 退 屈 男 」 とで 意 味 が 変 る の で あ

る とす れ ば 微 妙 な と ころ だ.因 み に漢 語 系 統 の 語 で 名 詞 の 性 質 を 持 ちつ つ ・ 場 合 に よっ て

形 容 動 詞 に も成 り得 る語 は 少 か らず 存 在 す る様 だ〕

(5)It'sallGreektome.〔 「そ れ は 何 の こ とだ か 私 に は さ っぱ り解 ら ない 」これ はGreek

の 部 分 を一 種 のmetaphor(隠 喩)と と らえ て み て は ど うだ ろ うか.い ず れ に せ よGreek

(ギ リシア語)な る名 詞 が この 文 章 の中 心 的 な文 意 を 構 成 して い る こ とは 間 違 い な く,そ

の 意 味 で や は りこれ は 名 詞 表 現 の文 で あ る と云 っ て よい.と ころ で 日本 語 で 「私 に は さ っ

ぽ り解 らな い 」 の 部分 を 「私 に は チ ンブ ンヵ ン プ ンだ」 と も訳 し得 るわ け だ が ・ こ うな る

と 日本 語 で も一 応 名 詞 表 現 とな る.こ の 「チ ン プ ンヵ ン プ ソ」 な る こ とば,漢 字 で 書 く と
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「珍 紛 漢 紛 」 と も書 く ら しい が,元 々,儒 者 の 用 い た 漢 語 を ひや か した の に 始 ま る語 と も,

又 長 崎 の人 が,紅 毛 人 の こ とば の わ か らぬ こ とか ら云 い 始 め た と もいわ れ,そ の 辺 りは 定

か で な い.た だ 「ア ンポ ン タ ソ」 だ の 「ジ ャ ン ケ ンポ ン」 な どが 立派 な 中 国 語 で あ る こ と

を 考 え合 わ せ る と,「 チ ソ プ ソ カ ソ プ ソ」 な どは そ の語 の響 きが 如 何 に も単 音 節 語 よ り成

る漢 語 で あ る こ とを 思 わ せ る もの が あ る.更 に 名 詞 の 形 を とったmetaphorと して 例 え ば,

Darling,you'retheapPleofmyeye.「 ダー リソ,君 は 僕 に と って か け が え の な い人 だ よ」,

theapPleofone'seyeは,瞳(one'sの 部 分 はtheに もな る)の 意 もあ るが,こ こで は

「非 常 に 大 切 な もの 」 とか 「掌 中 の玉 」 の意 で あ る.更 に や は り名 詞 が 主 体 とな ったsimile

(直 喩)の 例 と して は,Heiscoolasacucumber.「 彼 は非 常 に冷 静 で あ る」 な どが あ る

が,い ず れ にせ よ英 語 のmetaphorに せ よ,simileに しろ,そ の 表 現 の 中 心 に 名 詞 が 置 か

れ て い る 例 は 数 多 い.〕

(6)1'mquiteastrangeraroundheremyself.〔 「私 自身 も この 辺 りの地 理 に は 全 く う

とい の です よ」 云 うま で もな く,qUiteaStrangerな る名 詞 表 現 が 誠 に 英 語 ら しい.こ れ

は誰 れ か に 道 を 尋 ね られ た 様 な 場 合,自 分 自身 もそ の 辺 りの地 理 不 案 内 の 場 合 の答 え方 な

の で あ るが,是 非 共憶 え て お きた い 名 詞 表 現 の0つ で あ る〕

(7)Lethimhavehissay.〔 「彼 に も云 い た い 事 を 云 わ せ て や れ 」haveone'ssayで 云

い た い こ とを云 う意 味 だ が,こ の 場 合sayは 動 詞 で は な く名 詞 に 使 わ れ てい る こ とに注 意

され た い.英 語 に於 い て,特 に 単 音 節 語 のAnglo-Saxon語 の 動 詞 が 名 詞 と して使 わ れ る

ケ ー スが 非 常 に 多 い.例 え ばhave,take,make.cut,go,do,run,look,walk,wait,ride,

drive等 々は そ れ ぞ れ に 名 詞 とし て の用 法 を持 って い る.勿 論 これ ら以 外 に も幾 らで も同

様 の 例 は あ るわ け だ が,極 言 す れ ば,英 語 で は か な りの 数 の 動 詞 は 名 詞 と して も使 わ れ,

又,同 様 に か な りの 数 の 名 詞 が 動 詞 と して も使 用 可 能 で あ る.例 え ぽ 我 々が 普 段 名 詞 とば

か り思 い込 ん で い る次 の 様 な 語,flower,water,father,mother,king,queen,do9,people,

house,book等 々に は そ れ ぞ れ 動 詞 と して の 用 法 もあ り,こ の様 な例 は ま だ他 に枚 挙 に い

と まが な い.こ の 英 語 に 於 け る謂 ゆ る品 詞 の転 用(functionalshift)は 何 も動 詞 ・名 詞 間 の

そ れ だ け で な く,そ の 他 の品 詞 との 関 係 に お い て も活 発 に 行 なわ れ て い るの で あ る.〕

(8)What'sthegoodofitP〔 「そ ん な 事 を して 何 の得 が あ る と云 うん だ?」 似 た 表 現 に,

What'stheuseoflt?rそ ん な こ とを して何 の 役 に 立 つ んだ ね?」 な ど もあ る.い ず れ に

せ よ英 語 の方 の動 詞 はbe動 詞 しか 使 わ れ て お らず,そ れ ぞれgoodな りuseと 云 う名 詞

の 部 分 に 文 意 の 中 心 が 置 か れ て い る.What'sthedifference?(そ うだ か ら と云 って,ど う

だ と云 うん だ?)な どの例 に於 い て も英 語 で はbe動 詞 一 つ に,differenceな る名 詞 で実

に簡 潔 に表 現 して い るが,日 本 語 の 場 合 は ど う して も文 意 の 中 心 が 述 語 部 分 に 置 か れ るた

め文 体(style)そ の もの が 英 文 の そ れ とは 異 な っ て くる.What'sthematter?(ど うか した

の です か?)な どの 例 で も,英 文 の 方 は や は り主 語 の 部 分 に 中 心 が 置 か れて い るに 比 し,

日本文 の場 合 は 述 語 の 部 分 の 方 に 重 み が か か っ て い る.こ の 様 な 相 違 は 日英 両 語 間 の表 現

上 よ く見 られ るの で あ る.〕

(9)Goodday!〔 日中 に 行 わ れ る形 式 ば った 挨 拶 用 語 で,後 にstressを お く と 「今 日

は!」 の 意 とな り,前 の 方 にstressを お く と 「さ よな ら!」 の 意 と な る.実 は この事 は何

も この 場 合 に だ け に 限 った こ とでは な くて,Goodmorning!,Goodafternoon!,Good

evening!・ 等 々の 場 合 で も前 にstressを 置 い て 全 体 と してrisingtoneで 云 う と 「さ よな

ら!」 の 意 とな り,後 にstressを 置 い て,fallingtoncで 発 音 す る と,そ れ ぞれ の場 合 に

応 じた挨 拶 語 の 意 とな る.英 語 に 数 多 い 複 合 名 詞 も どち らにstressを 置 くか に よっ て意 味
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が 異 な って くるの で よ く注 意 を して お く必 要 が あ る.〕

(101MasterCharles!〔 「チ ャ ール ズ坊 ち ゃ ま!」master!と 云 う呼 びか け は 召使(servant)

な どが 主 家 の 少年 な どに 対 して 呼 ぶ 敬 称 で あ るが,そ の後 に名 前 を つ け て 上 例 の 様 に もな

る.と ころ で 面 白 い の は,日 本 な どで よ く喫 茶 店 の従 業 員が,経 営者 の こ とをmasterな

ど と呼 ん で い るが,そ の英 語 と して の 用 語 法 の 真 偽 は 別 と して も,何 故 この 様 な こ とが 起

る の で あ ろ うか.外 に似 た もの と して マ ネ ー ジ ャr-一一(manager)や チ フ ・一一(chief)な どが 他

の接 客 業 務 上 用 い られ て い る様 だ が,こ れ らに 代 る も の と し て勿 論 例 の漢 語 表 現 を借 りて,

「店 長 」 だ の 「主 任 」 だ の,そ の他 「専 務 」 「部 長 」 「課 長 」 等 々色hの 場 合 に応 じた上 司

に 対 す る呼 称 が 日本 語 に もあ るに は あ る.い ず れ に して も これ ら の カ タ カ ナ外 来 語 や漢 語

に 代 る,大 和 コ トバに よる呼 称 は まず まず ム リな様 だ.「 親 方 」 位 の と こ ろか,と に か く

純 粋 に 「訓 読 み 」 だ け の呼 称 を探 す とな る と仲 々見 当 らな い の が 現 状 で あ る.そ れ は さ て

お き,正 直 な と こ ろ近 頃 は ス ・一一パ ー の大 繁 昌 で 「店 長 」 な る語 は よ く聞 くが,実 際 に は そ

れ は ウチ ワで 引 用 され て用 い られ る方 が 多 い の で,直 接 顧 客 側 が 「店 長!」 と呼 びか け る

方 は 少 い.勿 論 現 実 に は い く らか は直 接 の呼 称 と して も使 わ れ て は い る.た だ 筆 者 として

云 い た い の は,そ れ ら音 読 み の漢 語 の謂 わ ば 「称 号 」 乃 至 は 「官職 名 」 或 い は 「呼 称 」 と

云 った もの か ら受 け る感 じは,何 か 「翻 訳 調 」 を 思 わ せ る響 きが あ り,そ の 前 後 の 日本 文

と シ ッ ク リ合 致 しな い もの が あ る.更 に 又 そ の様 な呼 称 も置 かれ て い る立 場 が 変 る と途 端

に 使 え な くな った り,又 は 接 尾 語 の 「さん 」 な りを つ け て 「店 長 さん」 とか 「主 任 さん 」

な りと云 わ ね ぽ な らな くな る こ とは,日 本 的 人 間 関係 の 中 で は 日常 茶 飯 事 の 出来 事 で あ る.

漢 語 を 用 い た 呼 称 が 何 ん とな く固 い 印象 で あ る とす れ ば,そ こに カ タ カナ 外 来 語 が 登 場 す

る こ とに な るの だ ろ うが,確 か に カ タ カ ナ語 の呼 称 の方 が 若 干 の柔 か さ は 感 じ られ る し,

ス マ ー トな感 じ もあ る.し か しそ れ で も まだ 翻 訳 調 の 響 き もあれ ば,context(文 脈)の 中

で の収 ま りは あ ま り良 くな い.つ ま りこれ は 本 来 日本 語 の文 脈 の 中 で,人 の 名 前 や 役職 名

な どを そ の ま ま 名 詞 一 語 ズパ リで 呼 称 す る習 慣 や 用 法 が 特 に 発 達 して い なか っ た 為 に,近

年 に な って 急 に そ の 様 な 云 い 方 が 漢 語 や カ タ カ ナ外 来 語 の 力を 借 りて,必 要 に迫 られ て 云

わ れ 始 め た の で は な か ろ うか.上 例 の 場 合 な どは まだ しも直 接 に ズ バ リ呼 びか け られ る例

で あ るが,現 実 に は そ う行 か な い ケ ース は い くらで もあ る のだ.例 え ば,「 警 官!」 「運 転

手!」 「給 仕!」 「管 理 人!」 な ど と 日本 語 で 直 接 呼 べ る で あ ろ うか.不 可 能 とは 云わ ぬ が,

先 ず ム リで あ ろ う.ど うして も 「さ ん」づ け に す るか,「 警 官 」の場 合 だ と,接 頭 ・接 尾 の

両 辞 をつ け て 「お巡 りさん」 と呼 ぶ しか あ る まい.と こ ろが 英 語 で は如 何 で あ ろ う?云

うま で もな くす べ て これ らは ズ バ リ名 詞 を そ の ま まぶ つ け て 云 え るの で あ る."Officer!",

"Driver!"
,"Waiter!","Concierge!(仏 語 系)orSuperintendent!(略 してSuper!と も

云 う)"の 如 くで あ る.こ れ らは別 に不 自然 な響 き もな く,ど の様 な文 脈 の 中 で も抵 抗 な

く使 え る の で あ る."Excuseme,stewardess!"「 ち ょっ と,ス チ ワー デ ス さ ん!」 な ど も

同様 例.こ の辺 りは 中 国語 で は どの 様 に な って い るの で あ ろ うか.例 えば 中 国語 で は例 の

「同志 」 と云 う呼 称 が あ る が,最 初 は 云 うまで もな く政 治 的 な意 味 合 い を 持 った 呼 称 で あ

った が,今 では 広 く一 般 に 見知 らぬ 者 同 志 の 間 で,男 女 ・上 下 の 別 な く使 用 され て い る.

従 って 上 例 の場 合 で も,た だ 「同志!」 とだ け 呼 び か け て も よい わ け だ が,例 え ば運 転 手

な どに 対 しては 親 しみ を こめ て 丁寧 に 「司 机 同 志!」 と呼 ぶ こ と も多 い.特 に年 配 者 の 場

合 な どは,「 老 同志!」,少 年 に 対 し ては 「小 同志!」,特 に 小 さい 子 供 には 「小 朋 友!」,

な ど と もな る.た だ外 国人 に対 して は,一 般 に は 「同 志 」 で は な く,「 先 生 」 が 使 わ れ る.

い ず れ に せ よ,革 命 後 の 中 国は,砂 く と も建 前 の上 で は,SeXleSS&ClaSSIeSSSOCiety(性
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差 別 な く,階 終 な き社 会)と 云 った 一 面 が 強 く,例 え ば 男 女 ・上 下 の別 を 問 わ ず 「同志 」

な る同 一 の 呼 称 が 広 く一 般 に 用 い られ て い る な ど も,少 くと も コ トバ の上 でそ の 間 の事 情

は 読 み 取 れ る.こ の 様 な 呼 称 の 存 在 は,未 だ にsexism(性 差 別)や 上 下 関係 意 識 の強 い

(hierarchy-minded)日 本 人 社 会 は云 うに 及 ぼ ず,そ の 点 で は 先 進 国 と思 わ れ て い た英 米 諸

国 に 於 い て す ら見 出 され ない.事 の善 悪 は 別 と して,確 か に こ の 「同志 」 な る呼 称 は,特

に 我 々 日本 人 な どに はcultureshockに もあ た る もの で,無 差 別 平 等 主 義 の見 本 と も映 る

もの で,正 に 「階 級 な き軍 隊 」 をす ら生 み 出 した 革 命 中 国 の思 想 改 造 の徹 底 ぶ りを 窺 わ せ

る もの が あ る.か つ て は 同文 同種 と も云 わ れ た 日中 両 国 民 の対 人 関 係 の様 態 の 差 は 余 りに

も大 き く,当 面 両 者 の差 は 埋 ま りそ うに は な い.〕

(11)ChristopherColumbus!〔 「こ りゃま あ,お った ま げ た!」 強 い驚 きを 表 わ す 場 合 の

表 現 だ が,こ の様 に 人 名 を そ の ま ま用 い る表 現 は 外 に も,例 の"JesusChrist!"な どが あ

る.こ れ は 又 た だ``Jesus!"と も,或 い は"Christ!"と も使 う.(Christ!を 娩 曲 表 現 に して

Christmas!な ど とも云 う.)更 に``Caesar!"や,``Scott!"な ど も あ る.よ くア メ リカ の

teen-agersな どの 使 って い る``Gee!"な ど も,Jesusを 直 接 使 うのを 控 え て,若 干modify

され た形 でGeeを 使 って い るわ け で,こ れ は 例 のeuphemism(娩 曲表 現)と 考}て よい.

"Gosh!"や"Golly!"な ど と云 うの もあ るが
,こ れ も"God!"のeuphemismと 考}ら

れ る.と に か くこのGodを 用 い て 「驚 き」 の 気 持 を 表 わ す 表 現 は非 常 に 数 多 い."My

God!","GreatGod!","GoodGod!"や,主 イ エ ス を 表 わ すLordを 使 っ て"Good

Lord!"な ど もあ る.い ず れ もみ な 「あ 玉!おS!ま あ驚 い た!ヘ エ ッ!そ りゃ

大 変 だ!」 等 々 の非 常 に強 い驚 きの感 情 を 表 わ した も の で あ る.そ の他 日本語 と して は 少

し考}ら れ ない 様 な意 味 を持 っ た 名 詞 を用 い て 強 い 「驚 き ・意 外 」 と云 っ た感 情 を 表 わ す

表 現 が まだ ま だ英 語 に は数 多 くあ るが,あ と少 しそ れ らの例 も挙 げ て お こ う.

Holycats!,Holycow!,Holymackerel!,Myhat!,な どの驚 き を表 わ す表 現 に 使 わ れ

てい る名 詞 をそ れ ぞれ の原 意 に戻 っ て考 え て 頂 け れ ば,如 何 に これ らの感 情 表 現 が 日本 人

に は 奇 異 に響 く こ とか.外 に もま だ 例 を 挙 げ て い け ば,Greatguns!(オ ヤ,し ま った!),

Rats!(バ カ な!ま さか!チ ェ ッ!),Holysmokes!(マ ア驚 い た!),Fudge!(バ ヵ

な!),Mygoodness!(エ ヅ!オ ヤ!r7ア 驚 き ・怒 りな どの表 現 で,主 に 女 性 に 用 い

られ る場 合 が 多 い),Goodheavens!(オ ヤ,そ れ は大 変!シ マ ヅタ),Myeye!(マ ァ,

驚 い た!怪 しい もん だ ね!),Boy!(オ ヤ!),Brother!(オ ヤ オ ヤ,此 奴 め!),M夕

word!(オ ヤ オ ヤ!こ れ は 驚 き あ きれ たね!),My(orYour)feet!(そ ん な バ カな 事 が

あ る もんか!),HolyMoses!(オ ヤ マ ア!),Holycatfish!(ヒ ェー ッ!)等 々い くらで

も この 様 な 例 は 数 多 く英 語 の 中 に 存 在 す る.い ず れ にせ よ これ らの 中 で は 名 詞 が 謂 わ ば 間

投 詞 的 に用 い られ て い るわ け で,日 本 語 に 於 け る感 情 表 現 とは 著 る しい 違 い を 示 し てい る.

日本 語 の 感 嘆 詞 の 中 味 を 探 っ てみ る と名 詞 と云 うもの は 非 常 に 少 い.仮 りに 名 詞 ズバ リの

もの が あ った と して も,終 助 詞(例 えば,「 な 」や 「な あ」等 の 「感 動 ・詠 嘆 」 の意 を 表 わ

す もの)な どが 附 着 し て くる場 合 が 多 く,「名 詞 止 メ」 に は 成 りに くい.云 うま で もな く間

投 詞 な り感 嘆 詞 と云 うも のは,人 間 の感 情 が 最 も昂 ま った 時 に 用 い られ る も の で,そ れ 自

体punchの 効 い た 強 い 語 調 の もの で なけ れ ば な らな い.こ の 場 合 「文 型 式 」 の感 情 表 現

よ りは,語 句 単 位 の も のが 望 ま しい.そ れ も 「機 能 語 」(functionword)よ りも 「内 容 語 」

(contentword)の 方 が 望 ま しい.而 して この 「内容 語 」 の 中 で最 も望 ま しい もの が 「名 詞 」

で あ る こ とは 論 を 倹 た ない.そ の意 味 で英 語 の 感 情 表 現 は 非 常 に す ぐれ た 表 現 形 式 を生 み

出 して い る と云}る の で は な か ろ うか.〕



122 奈 良 大 学 紀 要 第13号

(12>LadiesandGentlemen!〔 「紳 士 淑 女 諸君!」or「 お 集 ま りの皆 さ ん!」,云 うまで

も な く前 者 は 「漢 語 調 」 の訳 で あ り,後 者 は 「大 和 コ トバ」 に よ るそ れ で あ る.こ こで は

謂 わ ば,不 特 定 多 数 の人 間 に呼 びか け て い る場 合 で あ るが,特 定 ・不 特 定,単 数 ・複 数 の

相 手 た るを 問 わ ず,一 般 に 直 接 の相 手,或 い は等 三 者 等 に 対 す る呼 称 と云 う問 題 に な る と

日英 両 語 間 に 於 い て そ の差 は 大 き い.決 論 か ら云 って し まえ ば,英 語 の場 合 は 比 較 的 そ の

間 の 事 情 は 簡 単 明 瞭 で,要 す る に相 手 の名 前,位 階 ・職 名,親 族 名 称 等 々が 原 則 と して名

詞 ズバ リの 形 で そ の ま ま投 げ つ け て呼 ぶ こ とが 可 能 で あ る場 合 が 多 い.そ れ に 比 し,日 本

語 の 場 合 は,そ もそ も何 らか の形 で で も相 手 に呼 び か け る,そ れ も何 か 具 体 的 な 明確 な意

味 を 持 った 語,特 に 内 容 語 と して の名 詞 な どを用 い て そ れ を 行 うと云 う事 自体 が,極 言 す

れ ば 日本 語 の 表 現 形 式 の習 慣 に馴 染 ま な い と も云 い 得 るの で あ る.こ れ に は 言 語 上 の,或

い は 非 言 語 的 要 因 のそ れ ぞ れ の理 由 もあ ろ う.い ず れ に せ よ大 まか に 云 っ て上 述 の様 な こ

とが 決 論 的 に は 云 え そ うで あ る.

と ころ で この 辺 りの 事 情 を これ か ら若 干 の具 体 例 を 挙 げ な が ら考 察 し てみ た い.例 えば

ご く親 しい 恋 人 間,夫 婦 間,親 子 兄 弟 間hで 行 なわ れ る呼 称 が 英 語 では どの様 な も のが

あ るの か を 見 て み た い.と こ ろ でそ の際,少 し く厄 介 に 思 わ れ る こ とが あ る.そ れ は 訳 語

の 問 題 で あ る.ど うもそ れ ら英 語 の訳 語 と して ピ ッ タ リと した もの が 日本 語 の中 に 見 出 さ

れ な い の だ.考 え て み れ ば これ は 当然 の こ とで もあ る.特 に この 分 野 で の 日英 語 の表 現 様

態 は あ ま りに もそ の 差 が 大 きい.と て も直 訳 な ど出来 る もの で は な い.そ れ で訳 語 に つ い

て は 場 合 に よ って は 特 に 与 え な い(と 云 う よ りも与 え よ うが な い)こ と もあ る こ とを 御 承

知 お き願 い た い.例 え ば 夫 婦 間 で よ くア メ リカ な どで,"honey;sugar"な ど の語 が 用 い ら

れ て い るが,こ れ な ど直 訳 は お よそ ナ ンセ ンス で あ ろ うし,さ りとて 「ネ ェ,ア ン タあ!」

な ど と訳 す の も不 自然 な 響 きの す る場 合 もあ る.つ ま りcommunicationの 様 態 そ の もの

が違 う場 合 に,た だ コ トバ だ け を 照 合 させ よ う と して も,ど うして も ム リが あ る と云 う も

の だ.と に か く,そ れ らの 事 を 一 応 頭 に 置 き なが ら早 速 具 体 例 を 見 て み よ う.youngman

(「お若 け え の」 この 訳 な ど も不 自然 に 響 く.「 若 者 よ」 と も勿 論 云 え ぬ.要 す るに,見 知

らぬ若 い 人 に 向 っ て 呼 び か け る様 な 表 現 や 語 句 は 日本 語 に は発 達 して い な い の で あ る.

「ち ょっ と」 とか 「も し も し」 位 の と ころ だ ろ うが,こ うな る と呼 び か け る相 手 が,若 者

で あ る な しは何 の 関 係 もな い の で あ る),myboy(「 ネ ェ君 」 男へ の親 しい呼 び か け),My

fellowAmericans!(大 統 領 な どが 国 民 に 呼 び か け る時 に 用 い る表 現 で あ る.こ れ も同 じ文

脈 で 日本 語 で の 同様 の表 現 は とて もム リで あ る こ とは常 識 的 に誰 れ に も分 るだ ろ う)."Hi,

stranger!Howhaveyoubeen?"(長 ら く会 って い な い 相 手 に お どけ て 云 っ てい る文 脈 で

の表 現 だが,こ れ な ど も前 半 部 の 「名 詞 表 現 」 の 部 分 は 先 ず 日本 語 に は な らぬ.こ の様 な

文 脈 で の こ の様 な表 現 形 式 そ れ 自体 が 日本 語 で は 発 達 して い ない と云 うこ とな の で あ る),

Hey,buddy・(「 お い 相 棒 」or「 よ う兄 弟」 等 の くだ け た 親 しい 者 へ の呼 称 で あ るが ,こ の

訳 語 の場 合 な ら何 とか 日本 語 で も使}そ うな 気 が しな い で もな い),Grandpa(お 『じい ち ゃ

ん),Grandma(お ば あ ち ゃ ん),こ の 辺 りの 例 に な る と,日 本 語 では 例 の接 頭 ・接 尾 の

両 辞 を つ け て表 現 され る正 に 日本 語 に よ く見 出 され る典 型 例 であ る.英 語 で は や は り名 詞

一 語 ズバ リが 用 い られ
,別 に 接 頭 語 も接 尾 語 もつ か ぬ こ とは 云 うまで もな い.Lieutenant!

(「警 部!」 これ な どは 同 じ警 察 部 内 の 人 間 同 志 な らば,日 本 で も 「警 部!」 な ど と呼 称 し

得 る で あ ろ うが,部 外 者 が面 と向 っ て,「 警 部!」 な ど とた とえ 職 名 とは 云 え呼 び捨 て に

は 出来 まい.こ の辺 りに 日本社 会 の 閉 ざ され た 一一面 と して,in-groupとout-groupと の

峻 別 か ら来 る言 語 表 現 上 のdoublestandardを 垣 間 見 る こ とが 出来 る様 だ.勿 論 どの 様 な
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言 語 に も 「立 場 ・状 況 」 が 変 わ れ ば,そ の表 現 様 態 を 変 え ね ば な らぬ 場 合 が 大 な り小 な り

存 す るわ け で あ るが,日 本 語 の場 合 のそ れ が 英 語 の場 合 に 比 し,質 量 共 に 上 廻 っ て い る の

は先 ず 間違 い な い所 だ.oldgirl(特 に 英 国 な どに 於 い て,「 お い 君 」 な どに 当 る親 愛 の情

を こめ た表 現),Comeon,pet!(「 さあ,い い 子 だか らお い で」petは 呼 び か け に使 わ れ て

お り,「 い い 子 」 に 当 る表 現 で あ る.因 み にteacher'spetは.「 先 生 か らひ い きに され て

い る子 」 の意 で あ る.〕

(13)Harry?DavidRose.〔 「バ リ・一一か い?デ ビ ッ ド・ロ ー ズだ よ」 これ は ど の様 な場

面 か と云 うに,DavidRoseな る平 の社 員(underling)が 自分 の 上 司 に 対 し て電 話 をか け

て い る とこ ろ な の だが,驚 くべ き こ とに 彼 は 自分 の 上 司を そ の 丘rstnameで 呼 び 出 し,自

分 の方 もた だ そ の姓 と名 を そ の ま まぶ っ き ら棒 に 投 げ つ け て い る だ け で 別 に 丁 寧 な 文 型 式

も とっ てい な い.と にか くお よそ この 様 な 「物 云 い 」 が 部 下 か ら上 司 に 向 け て 行 な わ れ る

な ど と云 う事 が この 日本社 会 の上 下 関 係 に 極 め に 過 敏 な人 間 集 団 の 中 で考 え 得 るで あ ろ う

か.更 に ア メ リカ な どの 会 社 で 例 の 社 長 付 個 人 秘 書 と も云 うべ きgirlFridayが 上 司 で あ

る社 長 を そ のfirstnameで 呼 ん で い る こ とは,筆 者 自身 の海 外 で の雇 傭 体 験 か ら も確 認 し

得 る こ とで あ る.大 学 の セ ミナ.一一.辺りで も,学 生 が そ の 指 導 教 授 を や は り 丘rstnameで 呼

ん で い る こ とが あ る.更 にTVの ニ ュ'一一ス 番 組 の 中 で も解 説 者 が 複 数 の 場 合,お 互 い が そ

れ ぞ れ 且rstnameが 呼 び 合 っ て い る.こ れ な どは お 互 い 同志,同 じ職 場 の 同 僚 な の だ か ら

当 然 だ と も思}る が,し か し 日本 で は,外 向 きは 勿 論 の こ と内 向 き の場 合 で も,お 互 い の

同 僚 をfirstnameは お ろか,familynameで さ え も呼 び 捨 て に は 出 来 な い で,「 さん」 付

け す るな り,更 に 学 校 な ど では 「～ 先 生 」 と 「先 生 」 を 付 け て呼 ん で い る有 様 で あ る.革

命 後 の 中 国 で も,こ の中 国語 で云 う 「直 呼 其 名 」(呼 び 捨 て)は か な りの範 囲 に 亘 って 見

られ る現 象 で あ り,場 合 に よ っ ては ア メ リカ で の そ れ を 上 廻 る ものが あ る.い ず れ に せ よ,

我 々 ウ ェ ヅ トな 日本 人 に は 考 え られ るべ くもな い ドライ 極 ま る人 間 関 係 の世 界 が 存在 して

い るの は 確 か な 様 だ.そ の典 型 例 を一 つ 中 国 語 の 会 話 の ヤ リ トリの 中 に見 て お こ う.場 面

と して は 一 人 の学 生 が 自分 の教 授 宅 へ 電 話 を して い る と こ ろ で,教 授 が 偶 々留 守 で 家 の 者

が 応 待 に 出て くる.Aは 学 生 で,Bは 留 守 宅 の 家 の 者 とす る.

(実例)A:楊 鴻 飛 在 咀?(楊 鴻 飛 い るか?)

B:他 出去 了.(彼 は 出か け て い る よ)

A:他 回 来 以 后 給 我 打 個 電 話,好 囑?(彼 が 帰 って きた 後 で,私 に電 話 くれ,

し・し・カ・な)

B:好 噌.(よ ろ しい 承 知 した)

ど うも この 様 なbrusqueな 会 話 の ヤ リ ト リを そ の 対 極)`Y在 る 日本 語 の対 話 様 態 で翻 訳 す

る事 は 至 難 の 技 で あ る.従 って こ の訳 文 の仕 方 に は直 接 触 れ な い で ほ しい.問 題 は 中 国語

の 中 で の 表 現 様 態 に あ る.つ ま り学 生 が 自分 の教 授 を 「直 呼 其 名 」(呼 び 捨 て)し て い る.

更 に 二 度 目に は 代 名 詞 の 「他 」 を 用 い て 教 授 を 呼 ん で い る.実 は この 辺 りは そ の ドラ イ な

対 話 様態 で は 中 国 語 の そ れ に 引 け を と らぬ 英 語 に於 い て も,例 え ば 学 生 が 自分 の教 授 を 代

名 詞heを 用 い て 引 用 す る こ とに は 若 干 の抵 抗 感 が あ る と云 わ れ て い る のだ.更 に 学 生 が

教 授 の 家 人 に折 返 し電 話 を くれ る様 に 要 請(命 令?)し て い る と ころ な ど も先 ず 日本 的 人

間 関 係 の 下 で は考}ら れ ぬ と ころ で あ ろ う.そ れ か ら家 人 が 教 授 を 「他 」 な る代 名 詞 で受

け て い る と ころ も,日 本 語 の 感 覚 で は ドライ に 響 き,且 又 日本 語 の 物 云 い に は 馴 染 まぬ 云

草 で あ る.勿 論 断 って お くが,こ の様 な 対 話 が す べ て い つ も中 国 人 の 問 で 行 わ れ て い るな

ど とは 筆 者 も云 わ ぬ.こ れ は 極 端 な 例 な のか も知 れ ぬ.た だ仮 に 極 端 な 例 だ と して も,例
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えば 日本 人 の場 合 を考 え てみ て この 様 な対 話 は 可 能 で あ ろ うか?先 ず 日 本 語 に は 例 の

「丁 寧 体 」 が あ り,そ の様 な表 現 様 態 が 余 りに も深 く広 汎 に 滲 透 してい る為,中 国語 の様

なbrusqueな 云 い方 自体,殆 ん どの 場 面 で ム リで あ る と云 え る.更 に 日本 人 の上 下 関 係意

識 ・親 疎 意 識 は異 常 と も云 え る位 に 根 強 く,お よそ 日本 人 で あ る限 りそ れ らの 意識 か ら免

れ る こ とは先 ず ム リで あ ろ う.と て も中 国 人学 生 の 如 きbluntな 物 云 い の 出 来 ぬ こ とは筆

者 が 何 も こ こで弁 解 が ま し くそ の理 由 を 述 べ立 て る まで もな く 日本 人 社 会 で長 年 暮 して き

た 者 に とっ ては 自明 の理 で あ る 筈 の もの で あ ろ う.勿 論 中 国 語 に 於 い て も この 様 なbrus-

que&bluntな 物 云 い は近 年 の革 命後 に 特 に 顕 著 に 現 わ れ て きた 現 象 で,革 命 前 や或 い は

国民 政 府 治 政 下 の例}ば 台湾 な どで は若 干 の 相 異 の 存 す る こ と も想 像 と して は成 し得 るが,

そ れ らの諸hの 事 情 を 差 し引 い て もな お 且 中 国 語 と例 え ば 日本 語 の物 云 い の様 態 に は 多大

の差 異 の存 す るを 否 定 す る こ とは不 可能 で あ る.つ ま りこれ を 要 約 す れ ば,中 国 語 に於 い

ては 原 初 的 に 文 体 の上 で体 系 的 な敬 語 体 を 欠 い て い るの で あ り,そ れ に 反 し 日本 語 で は 体

系 的 且 つ 極 め て複 雑 に 分 岐 した 敬 意 表 現 が す で に 古 い 時 代 か ら確 立 して い る の で あ る.

(日本 語 の 敬 語 の 歴 史 は 既 にそ の 国語 史 と共 に 始 ま る事 に つ い て は 先 に 触 れ た と ころ で あ

る).こ の 辺 りの 事 情 は 決 定 的 な相 異 で あ っ て簡 単 に埋 め 得 るgapな どで は な い.英 語 に

於 い て も基 本 的 に は 中 国語 の表 現 様 態 と通 ず る と ころ が あ り,日 本 語 に 於 け る如 き複 雑 多

様 な 敬 語 ・敬 意 表 現 は 存 在 しな い と云 い得 る.〕

(14)Bonappetit!〔 「何 も ご ざい ませ ん が,ど うぞ 御 遠 慮 な く御 召上 り下 さい」 い や 何 と

も 日本 語 の 方 は 冗 長 な 云 い 回 しで あ る.し か し この様 な 丁寧 体 のstyleこ そ は,普 通 一 般

に 我 々の 日常 生 活 の 中 で 始 終 行 なわ れ て い る こ とで,別 に 冗 長 な云 い 回 し(redundancy)と

も 日本 人 と して は 感 じて い な い 人 も多 い のか も知 れ な い が,英 中 語 な ど と比 較 す る と,日

本 語 の 云 い 回 しの 冗 長 さは 否 む べ くも な い所 だ.中 国語 で は 「請 吃 飯!」 で よい.と こ ろ

で このBonappetit!は 実 は フ ラ ンス語 で あ る.つ ま りフ ラ ソス 語 で も英 語 同様i簡潔 な名

詞 表 現 が い くらで も見 出 され る ので あ る.名 詞 に 表 現 の 中心 を据 え て,そ の 前 に 形 容 詞 を

冠 せ て,全 体 と して 「名 詞 止 メ」 に す る.勿 論,動 詞 な どを用 い た 「文 型 式 」 な どは と ら

な い.こ れ と同 様 の 例 に,や は りフ ラ ンス 語 か ら英 語 に も入 っ てい る,Bonvoyage!(「 航

海 の 御 無 事 を お 祈 り致 して お ります 」.今 風 に 云 え ば,「 ど うぞ 楽 しい御 旅 行 を な す って 下

さ い」 とで もな るか.い ず れ に せ よ,何 か 翻 訳 調 の ぎ ご ち な さが 残 る.「 ど うぞ お 気 を 付

け て行 っ て らっ し ゃい」 辺 りが 自然 な 日本 語 か も知 れ な い.と ころ で この様 な訳 文 を 原 文

の フ ラ ンス語 や英 語 のHaveagoodtrip!(勿 論 英 語 で もBonvoyage!は 使 わ れ て い る

が)と 比 べ る とか な りの違 い が あ る こ とが 分 る.た だ 英 語 のHavea～!の 構 文 は動 詞 を

用 い た 「文 型 式 」 を とっ て は い る が,haveagoodtripな る表 現 自体 は や は り英 語 に 多用

され る名 詞 表 現 の一 つ の 典 型 で あ る.〕

(15)A:Name?(お 名 前 は 何 とお っ し ゃい ます か?)

B:CharlesSaunders.(チ ャ.一一.ルズ ・ソー ン ダ ー ズで す .)

A:Birthplace?(お 生 まれ は どち らで すか?)

B:Marietta,Georgia.(ジ ョー ジ ャ 州 の マ リア ッタ で す.)

A:Address?(現 在 は どち らに お 住 まい で す か?)

B:St・Petersburg,Florida・(フ ロ リダ州 の セ ソ ト ・ピ ー タ ・一一ス バ ー グ です .)

A:Occupation?(御 職 業 は 何 です か?)

B:Mechanic.(機i械 工 で す.)

A:ReligionP(ど ん な宗 教 を 信 じて 居 られ ます か?)
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B:Methodist.(メ ソジ ス トです .)

A:MaritalStatus?(御 結 婚 は して 居 られ る の です か?)

B:Bachelor.(い い え,独 身 で す .)

A:Anyquestions?(何 か 質 問 お 有 りで す か?)

B:Noquestions.(い い え,特 に ご ざい ませ ん.)

これ は 筆 者 が 日英 語 で の或 る特 定 場 面 を 想 定 して 自 由に 設 け てみ たAB問 に於 け る会 話

の ヤ リ トリで,少 し出 来 過 ぎて い る との お叱 りを受 け るか も知 れ な い が ,併 し英 語 に お い

て 斯 様 な 殆 ん ど名 詞0語 だ け を ま る で ピ ンポ ン玉 の様 に ぶ つ け 合 って い るが 如 き,極 め て

impersonalな 対 話 様 態 が 厳 存 す る こ とは 否 め な い 事 実 な の で あ る.訳 文 の べ ト付 い た 感 じ

に 比 べ,原 文 か らは,「 能 率 」 と 「合 理 主 義 」 の 極 致 を 感 ず る.つ ま り英 語 に は斯 様 な 謂

ゆ る 「一 語 文 」(one-wordsentence)が 非 常 に 数 多 く見 出 され る のに 比 し,日 本 語 で の一

語 文 の 成 立 要 件 は 遥 るか に 少 い.〕

(16)Noluck・ 〔「っ い て な い な あ!」 これ はnoと 云 う形 容 詞 に 名 詞 が 接 続 す る型 の否 定

表 現 で あ るが,強 い感 情 を こめ て 云 うの に 最 適 の型 で,語 気 ・語 勢 が 強 い.一 般 に 日本 語

の 「副 詞+動 詞 」 結 合 は,英 語 で は 「形 容 詞+名 詞 」 結 合 の型 を とっ て表 現 され る こ とが

多 い が,特 に 強 い感 情 を表 わ す,否 定 命 令 文 な ど では そ の効 果 は 大 きい.rno+名 詞」 型

の 場 合,こ の 名 詞 の部 分 に 来 る語 に は 若 干 の 性格 上 の 違 い が あ る.例 え ぽ純 粋 の名 詞 そ の

もの(例 え ばNochance.「 チ ャ ン スは な い」,Noway.「 とん で もな い!」,Noproblem.

「大 丈 夫,何 で も な い です よ」,Nocards.「 葬 儀 の新 聞広 告 な どで,本 広 告 を 以 て 通 知 に

代 え る の意 」,Noflowers.「 死 亡 広 告 の文 句 と して,供 花 御 辞 退 致 します 」,Nohorseplay.

「バ カ 騒 ぎは 止 め ろ!」,Noidea.「 分 らな い 」,Nohardfeelings!「 悪 く思 わ な い で ね!」

等 々は 大 体 み んな 本 来 の名 詞 が 使 わ れ て い るが,よ く単 音 節 語(monosyllables)で,動 詞

に も名 詞 に も共 用 され る性 質 の語 で,こ の場 合 そ の 名 詞 用 法 に な って い る もの もあ る.例

え ば,Norush.「 急 く・な!」,Nohurry.も 同様 の意.Nosweat.「 平 気 だ,何 で もな い

よ」,Nobother・ 「構 わ ん よ」,Nocomment.「 云 うこ とな んか ない よ」,Nocredit.「 掛 け

売 りお断 り」,Nowonder.「 な る ほ ど,当 然 で し ょ う」 等 々 あ るが,何 れ にせ よ,「no+名

詞 」 型 の表 現 が 非 常 に 簡 潔 で,又 そ の 名 詞 が 短 音 節 の も のが 多 く,又 当 然 に も 「名 詞 止

メ」 で あ るな ど の理 由に よ り,こ の型 は 「禁 止 」・「命 令 」 の 意 を 表 わ す のに 最 適 で あ る と

云}る.〕

(17)Oh,brother!Whatanuisance!It'ssuchabother!〔 「オ オ,そ ん な 馬 鹿 な!

何 ん て事 な ん だ,そ ん な厄 介 な 事 って あ るか!」 これ は 感 嘆 の表 現 が 三 つ も連 続 して 現 わ

れ て くる のだ が,そ れ ぞれ 名 詞 が 中心 に な って 活 躍 し てい る こ とは 間違 い な い .先 ず 第 一

句 はBrother!と も云 う如 く,そ の ま ま名 詞0語 が ズバ リ間 投 詞 的 に 使 用 され て い る.第

二 句 の型 は感 情 表 現 の 中 に 数 多 い .恐 ら く"Whata名 詞+rS+V」!"の 原 型 の 「S+V」

の部 分 が 省略 され た もの と思 わ れ るが,今 では 「S+V」 の存 在 を感 じ させ な い 程 に 慣 用

化 され て"Whata名 詞!"の 型 で 使 わ れ て い る.Whatapity!「 何 と も残 念 至 極!」,

Whatashame!「 何 て ひ どい こ とだ!」
,Whatalife!「 何 た る人 生 で あ る こ とか!」,

Whatagame!「 これ は 面 白 い!」 ,Whataplague!「 一 体 全 体!ま あ!」,等 々そ の 例

は 多 い.勿 論Whatapity!の 場 合 な ど,名 詞 一 語 ズバ リPity!「 遺 憾 千 万!」 と も云}

る.例 文 の 第 三 句 は 一 応 「文 型 式 」 を 整 え てい るが,勿 論Suchabother!と も云}れ ば,

名 詞0語 ズ バ リ,Bother!と も云 い 得 る.Oh,bother!と も云 え る し,そ うな る と第 一 句

の型 と変 らな くな る.い ず れ に せ よ."Sucha名 詞!","Whata名 詞!"更 に は"Quite
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a名 詞!"な ど の形 で感 情 表 現 が 可 能 で あ る.い ず れ に せ よ,こ れ らの表 現 の 特 徴 は 名 詞

中心 の簡 潔 な表 現 で,す べ て 「名 詞 止 メ」 で あ る こ とだ.〕

(18)Gowest,youngman!〔 「若 者 よ,西 部へ 行 け!」 ア メ リカ 開拓 時 代 のsloganの 一一

つ と して,こ の 様 に 云 わ れ た 時 代 が あ った わ け だが,こ こで は このsloganを 語 学 的 に 観

察 して み た い.先 ずyoungmanの と ころ の 呼 び掛 け だが,こ れ に つ い て は 今 まで に も何

度 とな く述 べ て きた.要 す るにyoungmanに 限 らず,ほ とん どの名 詞 を英 語 で は そ の ま

ま ぶ つ け る こ とが 出 来 るわ け で,今 更 この 事 に は 触 れ な い.問 題 は,前 半 のGowestの

部 分 のwestな る本 来 は名 詞 で あ る語 が 副 詞 的 に 用 い られ て い る部 分 で あ る.仮 りにwest

な る語 を そ の ま ま名 詞 と して 用 い よ うとす れ ぽ この文 はGotothewest,youngman!と

な る と ころ で あ る.勿 論 これ で悪 いわ け は な い の で あ るが,何 し ろ こ こはsloganと して

迫 力 あ る簡 潔 な 表 現 で な い と困 る.と な る と例}ば 「機 能 語 」 た る前 置 詞 な どが 介 在 す る

と全 体 と して の語 調 ・語 勢 が 落 ち る.や は り 「内容 語 」 の 中核 た る名 詞 が ズバ リ前 面 に 出

て 来 る方 がpunchが 効 く.つ ま り若 者 に 呼 び か け るsloganと して はGowestの 方 が は

るか に好 ま しい の だ.以 下 に これ か ら名 詞 が 副 詞 的 に用 い られ て い る文 例 を 掲 げ るの で よ

く御 研 究 願 い た い.い ず れ も前 置 詞 な どが 介 在 して い な い為,非 常 に 力 強 く,印 象 的 で 簡

潔 で あ る.そ れ だ け に 訴 え か け る力 も強 い.因 み に こ の様 な名 詞 の 副 詞 的 用 法 も従 来 か ら

の もの は とに か く,最 近 の 例 は,や は りAmericanismに 圧 倒 的 に 多 く見 られ る様 で あ る.

Heliveseachdayhisway(彼 は 毎 日を 好 き勝 手 に 暮 して い る),GoGreyhound!(グ レイ

ハ ウ ン ドで行 こ う!),Yankee,gohome!(ヤ ンキ ー,ゴ ・一一ホ ・一一ム!),Sendthisletter

airmail,Please.(ど うぞ こ の手 紙 航 空 便 で お送 り下 さ い),]Pleasecomethisway.(ど うぞ こ

ち らへ お い で下 さ い),Heworkedtenfullhours.(彼 は10時 間た っ ぷ り働 い た),Whic12way

doIgobycablecarP(ケ ・一一一ブノレカ ーで どち らの 方 へ 行 け ば よい の です か?)Ofcourse,

1'11gocoach.(勿 論,私 は 普 通 席 で 行 く積 りで す),Shealwaystravelsfirst-class.(彼 女

は い つ も一一等 で旅 行 します),Heworksdoubleshifts.(彼 は 二 交 替 制 で 働 い て い ます),

MostJapanesethinkthesameway.(大 抵 の 日本 人 は 同 じ様 な考}方 をす る),Hemade

upafortuneonewayoranother.(彼 は,あ れ や これ や で一 財 産 作 り上 げ た),Hehas

masteredChinesethehardway.(彼 は 苦 労 し て と うと う中 国語 を マ ス タ ー して 仕 舞 った),

He'11bebackhereanyminute.(彼 は す く・に こ こへ 戻 って くるで し ょ う),1'11seeyou

againthiscomingSunday.(こ の 日曜 日に 又 お 会 い しま し ょ う),Seeyousomeothertinge.

(又そ の うち い つ か 会 い ま し ょ う)等 々そ の 例 は 多 い.ス ッキ リと引 締 った 表 現 で 中 々心

地 良 く響 くで は な い か.〕

(19)Attention!〔 「気 を つ け!」 軍 隊 な どで兵 隊 に 号 令 を か け る時 に 使 わ れ て い るわ け だ

が,勿 論 名 詞 一 語 が そ の ま ま投 げ つ け られ てい る.例 のAttention,please.は 我 々に もお

馴 染 み の 表 現 だ が,あ れ もや は り同様 の表 現 だ が,こ ち らはpleaseが つ い て は い る.日 本

語 で は 「御 案 内 申 上 げ ます 」 に 当 るか.さ て この様 に英 語 で は とか くに,日 本 語 で動 詞 が

主 体 とな っ て表 現 され て い る表 現 が 名 詞 で,そ れ も一 語 ズ バ リで表 現 され る ケ ース が 多 い.

それ は 主 と して や は り感 情 ・意 志 ・禁 止hの つ ま り謂 ゆ る人 間 の 「知 ・情 ・意 」 に 関 す

る もの ゐ 中 で,「 情」 と 「意」 に 関 す る表 現 に 於 い て特 に 多 く見 出 され るの で あ る.こ れ

は 考 え てみ れ ば 当然 の 事 で もあ り,visibleに してtangibleで あ り,意 味 の 自立 性 を持 ち,

具 体 的 に して安 定 性 を持 つ 内 容 語 の 中 核 は 云 うまで もな く名 詞 な の で あ るか ら,そ の 様 な

「情 」 と 「意 」 に 関す る表 現 に 名 詞 は ピ ヅ タ リな の で あ る.何 と云 っ て もか か る場 合 の 表

現 と して名 詞 に優 る他 の 品 詞 は 存 在 しな い.特 に そ の 名 詞 を た だ 一 語 だ け投 げ つ け る形 の
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表 現 は 最 もpunchの 効 い た もの とな り,そ の 魅 力に は 抗 し難 い もの が あ る.今 一 度 そ の

様 な例 をatrandomに 少 しだ け 挙 げ て お こ うと思 う.Congratulations!(お め で と う!),

Action!(演 技 始 め!),Silence!(静 か に 願 い ます!)
,Objection!(異 議 あ り!),Rubbish!

(Nonsense!と 同 意),Thanks!(あ りが と よ!),Fiddlesticks!(バ カバ カ しい!下 らん!

fiddlestickの 原 意 は 丘ddlebowつ ま り 「バ イ オ リンの 弓 」 更 に 「つ ま らぬ 物 」;「極 く さ

さい な 事」 の 意 もあ る.Don'tcarea丘ddlestickforthat.「 そ ん な つ ま らぬ 事 な ど気 に す

る な!」)BagS!(僕 が 一 番 だ!自 分 に そ れ を す る権 利 が あ る と して 英 国 の 学 生 な ど の間

で 使 わ れ て い る.例 え ば,Bags,Ifirstdrink.僕 が 一 番 に 飲 む んだ!)Thunder!(全 く!

マ ア,い ま い ま しい!畜 生!等 ,原 意 は 雷 とか 雷 鳴)Sucks!(何 た るざ まだ!い い

気 味 だ!suckは こ の場 合,「 失 望 」 とか 「失 敗 」 の 意 と解 され る)Goodmorning,swe-

etnesS!(お は よ う,可 愛 い 子 ち ゃん!SWeetneSSな る本 来 は 抽 象 名 詞 で あ る もの が,可 愛

い 女 の 子 に対 す る呼称 に 使 わ れ て い るの は 興 味 深 い)
,Sis!(姉 妹 が お 互 い を 呼 び 合 うのに

使 わ れ て い る呼称.姉 か ら妹 に も使 用 可 能.Bro!に つ い て も全 く同様 の事 が 云 い得 る),

Damnation!(畜 生!チ ェ ッ!Hell!に つ い て も同 意)
,Look,wife!(見 て ご らん,妻

よ!こ れ は ど うも 日本 語 に は な らな い .大 体 日本 語 で 自分 の妻 を 「カ ア チ ャ ン」 な ど と

は 呼 ぶ が,「 妻 よ!」 な ど とは ま さか 呼 ぶ まい),Law!(オ ヤ,`?ア!驚 きを 表 わ す.方

言 と して 用 い られ て い る様 だ が,原 意 は 「法 律 」),Bastard!(馬 鹿 め!イ ヤ な奴 め!原

意 は 「私 生 児 」 俗 語 で は,「 イ ヤ な 奴 」 とか 「き らわ れ 者 」 の意),Shit!(ク ソ ヅ!畜

生!shitは 文 字 通 り 「糞 」の 意.こ れ と関 連 し てBullshit!が あ るが,デ タ ラ メ云 うな!

下 らん!な ど の意),Fudge!(バ カな!原 意 は 「下 らぬ 事 」 とか 「た わ ご と」),Heyday!

(ヤ ァ,ヨ ゥ,オ オ!喜 び ・驚 きな どを 表 わ す が,原 意 は 「最 盛 期 」),Question!(本 題

に 戻 れ!異 議 あ り!議 会 な どで発 言 者 の脱 線 を 注 意 して 叫 ぶ)更 に必 ず し も名 詞 一 語

ズバ リの 表 現 で は な い が や は り 「名 詞 止 メ」 又 は 名 詞 にprominenceの 置 か れ た 表 現 と し

て,God'sblood!(ヤ ッ,驚 い た.シ マ ヅタ!),Apoxonyou!(こ ん畜 生!),More

powertoyou!(頑 張 れ!),Allpowertoyourelbow!(し っか り!)等 々名 詞 主 体 の感

情 表 現 は英 語 に数 多 い.〕

(20)Ihearofhisdeath,too.〔 「彼 が 死 ん だ との 噂 を 私 も耳 に し て い ます 」 こ こで はhis

deathの 部 分 に名 詞表 現 が 使 わ れ て い るわ け だ が
,実 は この 部 分 は 例 のNexusSubstantive

(ネ クサ ス 実 詞)と 呼 ば れ て い る もの で,こ の 型 の 名 詞 表 現 も英 語 に は 数 多 い.こ れ も直

接 に は 「文 型 式 」 を と って い る様 に は 見 え な い が,実 際 に は,名 詞 や 名 詞 相 当語 句 と形 容

詞 や形 容 詞 相 当 語 句 との 結 合 で,主 語 ・述 語 関 係 を実 質 上 形 成 して い る も の の こ とで,つ

ま り形 式 上 か らの 主 語 ・述 語 関 係 だ け でな く意 味 上 の主 語 ・述 語 関 係 を も意 味 す る.動 名

詞(Gerund)もNexusSubstantiveの 一 種 では あ るが,助 動 詞 を 除 くす べ て の 動 詞 に 当 て

は ま る こ と,ま た 動 詞 が 統 語 論 的 で あ る こ とか ら,他 の ネ クサ ス実 詞 と異 な る.と こ ろで

そ の 事 は これ 位 に して,早 速NexusSubstantiveの 諸 例 を 見 てみ よ う.と に か くこれ ら も

立 派 な 「名 詞 表 現 」 の0種 な の であ る.Wenoticedhiskindness.(私 達 は彼 が 親 切 で あ

る こ とに 気 付 い た),Shewasinformedofhisunfaithfulness.(彼 女 は 彼 が 浮 気 を して い

る こ とを知 ら され た),Onhisarrival,weallstartedfortheconcert.(彼 が 到 着 す るや ,

我 々は み ん な演 奏 会 に 出 か け た),1'msureofhisdiligence.(私 は 彼 が 勤 勉 で あ る こ とを

確 信 し てい る よ).若 しNexus構 文 を 用 い な い と,こ れ らの文 は 単 文 で な くす べ て複 文 と

な り,そ れ だ け 冗 長 な表 現 とな る と ころ で あ る.〕

こ の辺 りで 当小 論 文 の要 点 に つ き今 一 度 再 確 認 し てお きた い.英 語 に 於 け る 「名 詞 表
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現」の多用は,他 動詞構i文としての 「S+V+0」 文型の固定化がそれに拍車をかけたと

見られること.英 語に於ける情景描写が,物 理的,空 間的位置関係や,途 中の動作のプR

セスよりも,そ の動作の行われた後の結果や状態の叙述に重点の置かれる結果 として,ど

うしても本来安定した静態的要素を持つ名詞が好んで用いられることになること,更 に英

米人が冗長な不明瞭な物云いを嫌 う結果として,簡 潔 ・明快な表現を好み,名 詞の有する

属性が正にそれに適合していたこと,そ れに反し日本語の場合は,「 含み」「余韻」のある

表現が好まれる結果,更 に文末が 「用言止メ」の場合が多 く,そ れ らに助詞 ・助動詞と云

った附属語が接続 ・付着して,ど うしても文章が用言性の強い冗長な云い回しにな り勝ち

で,こ の違いは特に日常の口語体,と りわけ 「感情表現」のそれに於いて顕著に目に付 く

現象であることを指摘した.英 語に比しての,日 本語に於ける敬語及び敬意表現の複雑さ

が上述の差異に拍車をかけていることは云 うまでもない.た だ これ らの事実にも拘らず,

過去千数百年に亘る我国の漢語受容の歴史が,日 本語の本来の固有の性格を大きく変容せ

しめ,そ の動詞中心的性格から,名 詞中心的性格へ と移行 して行った過程についても若干

触れたのである.こ の問題については独立のテ・一一一一7としてこれを取 り上げ機会を見て詳述

したいと思っている.こ こではあ くまでも英語名詞表現の諸相の紹介と,そ の検証 丁主た

る努力が払われたのである.た だ一言この日本語に於ける名詞表現云hの 問題に触れると

すれぽ,そ れに決定的役割を演 じた中国語そのものの性格についても一言しなけれぽなら

な くなる.例 えぽ中国語はよく名詞過多の言語(noun-dominantlanguage)で あるとも云

われているが,そ れにはそれな りの理由がある.卑 近な例 としては,英 語では当然に も副

詞の部類に属する様な時間詞や方位詞が名詞の性質を も具備 して例えぽ主語に立つ事が出

来ること,更 に修飾 ・被修飾の関係に於いて,例 えば英語などの場合に修飾語としては形

容詞或いは形容詞相当語句,乃 至は機能語(functionword)な どの助けを借 りて謂わば統語

法(syntax)の 立場か らその様な機能を代行 させ ると云った現象が見 られるのであるが,中

国語の場合,名 詞のままで他の名詞を修飾させることが極めて普通に行なわれており,し

かも更に幾つもの名詞が羅列的に並べ られ重層的構造をとって最終的に被修飾語に集約さ

れると云った形の表現型態が可能である.中 国語の文章構造な り表現形式の中で最 も頻繁

に見受けられるものこそ,こ の 「修飾 ・被修飾の関係」を表わす構造の型であ り,し か も

その際の構造の内味は 「N+N」 型or「N+N+N+… …」型の如き名詞のみの羅列形式

のものである.実 際この様に幾つもの名詞の羅i列が可能なのは形態変化を持たず,孤 立語

としてさほど統辞法にも頼らず,機 能語 もそれほど多 くない中国語にしては じめて為 し得

る業と云えるので,こ の点では本論文の主要themeで ある英語に於ける名詞表現に於い

ても,と ても中国語に於ける程には名詞の自由な羅列は行ない得ないのである.か かる名

詞過多の,名 詞のみの自由な羅列の行ない得る中国語の洗礼を歴史の当初より長年に亘 り

受けてきた 日本語に於いても従って当然にも応分の名詞的表現が可能なのであ り,又 実際

に日本語の中にもその様な名詞表現を我 々はい くらでも見出すのである.つ まり漢語の多

用は必然的に 日本語の表現形式を変容せ しめ,結 果的に名詞表現の多用へと連がるのであ

る.ヨ ーロッパ系統の言語の中では,例 えぽ英語などは謂ゆるrN+N+N+… …」型結

合が比較的自由に行ない得る方の部類に属しているが,ロ ーマンス語系統の言語(theRo-

manceLanguageFamily),例 えばフランス語などではその様な名詞結合は必ず しも自由に

行ない得るわけではない.更 に中国語で例}ば 名詞述語文の場合などにcopulaと しての

「是」などが省略される場合 も多く,「蘇老師北京人」(蘇 先生は北京の人です)な どの文

では勘 くとも形式上は述語部分の中心をなすべ き動詞などは姿を現わさず,た だ一連の名



小林:英 語 に於 け る名詞的表現の諸相(皿) 129

詞 が ズ ラズ ラ と並 ん で い るだ け の 文 で あ る.名 詞 表 現 の多 用 で知 られ る英 語 で さ}も,ま

さか こん な文 章 は 成立 し まい.中 国 語 こそ は 正 に 名 詞 表 現 の雄 で あ り,そ の 中 国 語 か ら長

年 に亘 り多大 の 影響 を 受 け て きた 日本 語 に 名 詞 表 現 が 見 出 され る と して も何 らの 不 思 議 も

な いわ け で あ る.し か し こ こで は この 日本 語 に 於 け る名 詞 表 現 の 問題 に つ い て は 先 述 も し

た通 りこれ 以上 の 深 入 りは しな い.と こ ろで 筆 者 の本 当 の狙 い は 英 語 名 詞 表 現 の 解 明 に の

み あ るの で は な い.幼 年 期 に 初 め て 英 語 を 耳 に した 時 の感 動 は 今 で も続 い て い るわ け で あ

るが,そ の感 動 を 決 定 付 け た もの は 英 語 表 現 の持 つ 「迫 力 」(punch)で あ った.そ の 英 語

の持 つ 迫 力 の源 泉 は 奈 辺 に 存 す るの で あ ろ うか.そ の 素朴 な 疑 問 が そ の 後 今 日に 至 る まで

筆 者 の脳 裏 を去 る こ とな く続 い て 来 た.そ の疑 問 に答}て くれ る もの と して,偶 々 「名 詞

表 現 」 な る もの が そ こに 存 在 して い た と云 う)/Y過 ぎ な い.確 か に 名 詞 は 他 の あ らゆ る品

詞 の 中 で最 も重 要 旦 つ 必要 不 可 欠 の もの で あ る.そ れ は名 詞 の 本 来 有 す る属 性 に あ る.目

に見}(visible),手 に触 れ る こ とが 出 来 る(tangible),つ ま り具 体 的 な 形 を 持 った,最 も我

々に 身近 な存 在 で あ る.一 見 上 述 の 定V'反 す るか に思 え る 抽 象 名 詞 で さえ も,や は り他

の 品詞 と比 べ れ ば,そ の 意 味 の 自立 性,安 定 性,従 っ て 主 語 に も立 ち 得 る と云 った 極 め て

重 要 な特 性 を 具 え て い るの で あ る.つ ま り0般)'Y名 詞 は他 の 品 詞 の 助 け を 借 りる こ とな く,

自主 独 立 の存 在 た り得 る唯 一 の 実 体(substance)を 有 す る品 詞 で あ る と云 い 得 る.以 上 の

こ とか ら見 て も,謂 ゆ る 「名 詞 表 現 」 な る も のが,簡 潔 に して 明 快,力 強 く迫 力 に 満 ちた

表 現 形 式 で あ る こ とが 容 易 に 理 解 され 得 る で あ ろ う.

た だ英 語 の表 現形 式 に 迫 力 を 与}て い る も のは,そ の 「名 詞 表 現 」 の み で は あ る まい.

例 え ば,文 の形 式 と云 った 観 点 か らは,複 文 よ りは単 文 を 好 む と云 った 面 も考 え られ る,

而 して この 単文 へ の 傾 斜 と云 うこ とは,自 動 詞 よ りは 他 動 詞,更 に は 抽 象 名 詞,無 生 物 主

語 の 多用 な ど と も関 連す るわ け で あ るが,確 か に これ らの 一 般 」AYY`.「他 動 詞 構 文 」 と呼 ぽ れ

る,一 群 の 強 力 な 他 動 詞(bring,drive,induce,lead,put,tell,cause,find,keep,leave,

send,lay,compe1,force,make,take,etc.)を 持 ったrS+V+0」 文 型 の 多 用 が,英 語 に

迫 力 を与 え て い る こ とは 間 違 い な い と こ ろ で あ る.尤 も,先 述 の 「名 詞 表 現 」 と この 「他

動 詞 構文 」 とは,そ れ 自体 密 接 な関 係 に あ る こ とは 云 うま で もな い こ とで は あ るの だ が.

と ころ で 今 度 は 視 点 を 変 え て,英 語 の音 韻 ・音 声 組 織 が そ の 迫 力 あ る表 現 効 果 と如 何 に

係わ って い るか も興 味 深 い 問 題 で あ る.そ の点 で もや は り筆 者 の 予 想 に 違 わ ず,音 声 ・ア

クセ ソ ト等 のvocalsideか ら も英 語 の 持 つ 力強 さ は裏 付 け られ て い る.つ ま り英 語 に 於 い

て殆 ん どの語 は 閉 口音(閉 音 節 と も云 う)で 終 り,頭 子 音 に は,連 続 した 一一群 の子 音 が 立

ち 得 る.別 に この0連 の 子 音 群 は 語 頭 のみ な らず,語 の 中 間 部,語 尾 の 部 分 に も現 わ れ る

(例 えぽstrengthsやscrambledな ど の語 を 研 究 され た い).そ れ か ら英 語 に 於 け る数 多

くの 単 音節 語(monosyllables)の 存 在 が あ る.ー つ の 文 章 が 凡 て 単 音 節 語 よ り成 る と云 っ

た文 は英 語 に数 多 い.特 にk,9,P,b,t,dな どの 破 裂 音 を 持 った 単 音 節 語 は 非 常 に 強 い

語 調 を持 ち,感 情 表 現 な どに 最 適 で あ る.更 に英 語 の ア クセ ン トは 強 弱 ア クセ ン ト(stress

accent)で あ り,文 強勢 も含 め て,更 に リズ ム,イ ソ トネ ー シ ョ ソ と云 った 要 素 も考 慮 に 入

れ て,全 体 と して 非 常 に 表 情 豊 か な 力 強 い 表 現 が 可 能 で あ る.英 語 に 於 い て 一 つ の文 章 を

構成 す る文 の 成 分 と し て の 内容 語(contentword)は 云 うに 及 ぽ ず,主 と して 統 語 的 機 能 を

司 ど る機 能 語(functionword)に 至 る ま で,そ れ ぞれ の 語 が そ れ な りの 表 情 を 持 っ てい る

と云 え る.そ れ 故 に こそ,そ れ らの各 語 は 独 立 して 文 法 で云 う謂 ゆ る 「一 語 文 」(one-word

sentence)と して の 使 用 も可 能 と な る.こ の 「一 語 文 」 を 支}る 要 素 と して はintonation

を 始 め と して,ア クセ ソ ト,リ ズ ム,ス トレス,声 の調 子,更 に は 顔 の 表 情,身 体 全 体 を
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使ってのgesture等 々種hあ り得るわけだが,同 時に日本語に於ける如き 「丁寧体」や,

各種の附属語(特 に間投助詞,接 続助詞,終 助詞等)の 多用,終 止形 ・命令形などの直接

的使用の忌避と云った類の,謂 わば一・語文の成立を困難ならしめる諸要素か ら英語は免が

れている.逆 に云えば,そ れ故に こそ,日 本語に於ける主として機能語の働きを,音 声面

での多彩な機能様態,更 にはnon-verbalcommunicationの 支援二を伴なってcoverし てい

ると云えるのである.従 って英語に於けるcolloquialismの 様態は,日 本語のそれに比し,

極めて表情豊かなメリハ リの効いたdynamicな ものとなる.勿 論このdynamismと 云 う

事には,英 語の音声音韻組織や,ア クセント,リ ズム等hの 発音上の諸要素が係わっても

いることは上述もした●とにか く,英 語に於いては,平 た く云}ぽ,文 を構i成する各語が

それぞれ 「生きている」と云 う実感がある.更 に英語国民の虚飾にとらわれない実際的且

又合理的なmentalityが その コミュニケーションの様態を極めて卒直明快なものとさせて

いる事実は否めないところだ.事 の善悪,好 き嫌いは別 として,日 本語とのこの面での相

違は真に対照的である.日 本人の場合はそのCOmmUniCatiOnに 於いて,先 天的な宿命でも

ある性別 ・年令別の差異は云 うに及ぼず,謂 わば後天的に定められた各人の社会的な位置

関係(例}ぽ 職場に於ける上下関係),社 会的役割の違い(例}ぽ 店員対顧客,市 職員対

市民,TV・ 番組の司会者対出演者の関係等,こ の区分けに属する人間関係は無数に有 り得

よう),更 に親疎関係(in-group内 の人間か,そ れともout-groupに 属す る人間か,個 人

的にどの程度見知っているか,ど の程度の親しさであるか等々)な どに応 じてまるでカメ

レオソの如 くその表現様態を千変万化させねばならぬ.同 じ内容の情報を伝xる のに,例

えば英中両語に於いてせいぜい一つか二つの様態しかない場合でも,日 本語のそれ となる

と十を越す位の様 々の表現形式が可能であるのは珍しくない.世 界的に名高いデンマーク

の言語学者OttoJespersen(1860-1943)の 次の言葉は何よりも日本人のコミュニケーショ

ソ様態の核心を鋭 く突いたものとして評価され得 よう.

『欧州人が言語に関 して社会的不平等か ら苦しむ所は,そ の言語が全 く平身低頭的の屈

従を反映している東洋人に於て見る所に比すれば,敢 て取るに足らない.日 本人は話 しか

ける人によってthou或 いはyouに 対 してのみならず,1に 対しても,異 なれる語を持っ

ている.日 本人がこの方面に如何に深 く進んでいるかは,子 供がその友達や遊び仲間に話

し掛ける時に用い,其 他の場合には決 して用いない,僕 及び君が,元 来 「下僕」及び 「君

主」を意味したと云 う事実から分る.』

(O.Jespersen「 人類 と言語」PP.195-6須 貝 ・真鍋訳)

例えば日英語の談話様態の差異と云 う事では,又 「文の成分」がどの程度現れるかと云

った問題 もある.こ れを逆に云えばどの程度その談話を取巻 く場面状況(situation)や 文脈

(context)に依存す る或いはそれらを利用して発話するか と云ってもよい.よ く云われるこ

とは,日 本語には 「文の成分」が現れることが少 く,出 来る限 りその対話の行われ る場面

状況や文脈を利用 した物云いが行われ るとある.確 かに代名詞などについてはその事は明

らかに云}そ うである.英 語はかな り文法的には律義な言語で,談 話体に於いても謂ゆる

「文の成分」が現われる事が多い.比 較的には確かにその様な事実が指摘され得るかも知

れぬが,併 しこれをもって日本語の談話体の方が従 って簡潔な表現となっているや否や),r

ついては大いに疑問が残る.日 本語の場合,そ の敬語 ・敬意表現については云 うに及ぼず,

音声面からの談話効果に及ぼす影響が左程でなく,そ の分余計な附属語の使用が多 くなる.

英語の場合確かに例えば人称代名詞が頻出するが,そ れ ら人称代名詞は英語の場合すべて

単音節語(monosyllables)で あ り,更)/Yそ の他の語についても単音節ないし短音節の語が
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多いので,そ れほど冗長な感じはない.更 に英語は音声面からは非常 に 「表 情豊 か な言

語」であ り,従 って謂ゆる 「一語文」(one-wordsentence)の 成立要件も日本語に比し遥か

に高い.従 って日本語では 「文の成分」をよく省略 して云 うのでその表現が簡潔云々との

俗説は容易には信 じ難い.し かしこの面からの 日英両語の表現様態の比較 も一考に価する

ものである.

最後にこれは言語上の問題 と云 うよりも,そ の背後にある非言語的な要素,例 えば社会

心理や,文 化伝統と云った面から考えてみた場合,英 米人の歴史,社 会を含めた文化様式

0般 が,そ のコミュニケーションの様態の上に色濃 く投影されて,英 語の表現形式の構成

要因の一つを形成 しているのではないかと云 うことである.英 米の文化も当然にその源の

一つをギ リシアの古典文明に発 してお り
,こ れをそのコミュニケーションの様態と云った

面で見れば,例 のソクラテス(Socrates)の 弁証法(dialectics)に 端を発 し,そ の伝統を未

だに受継いでいると云える●それはあくまでも問答 ・対話 と云 う方法をとって,自 らの思

想を分析し,虚 偽の観念を去 り,漸 次正 しい結論へと議論を導いて行 く極めて啓発的方法

であ り,そ こでは 「明晰な表現」が最 も尊重 され,不 明瞭でアイマイな表現は忌避される.

日本人好みの 「含み」「余韻」「量 し」などの入 り込む余地はない.そ の歴史の出発の当初

よりすでに西洋人 と例えば 日本人などのmentalityやcommunicationの 様態には大きな

差異の存する所以である.こ の様な異なった文化伝統の様式を背負った英米人と日本人の

自己表現や対話様式が,今 日見るが如き大きな違いを持 ったCOmmUniCatiOnの 姿となっ

て現われているのも当然であろ う.こ の面からの分析もそれな りにもっと必要であったと

思 うが,こ れは独立の一つのテーマとも成 り得るものであまり深入 りはしなか った.又 の

機会を待ちたい.

む す び

ここでは主として 「談話体」に於ける名詞表現 と云 う事で論を進めてきた.「 談話体」

と云った場合は,謂 ゆる書きコトバから成る 「文章体」 とは異な り,そ の特定言語を用い

る集団の人達のcommunicationの 様態の如何がその表現形式に決定的に重要な影響を与

えることになる.「 文章体」の場合であれば,特 定言語の文法構造や語彙体系などが重要

な要素となって機能するわけであるが,「 談話体」に於ける場合は,そ の言語を用いる人

間集団の中での人間関係の在 り方,歴 史伝統に基付く社会構造の違いや文化価値体系の相

異等 々の諸要素がそのverbal(場 合によってはvocalと 云ってもよい)communicationの

様態をも決定付ける働 きをす るわけで,必 ずしも当該言語の持つ単なる物理的な側面だけ

で,そ の様態や表現形式が決定 され るわけのものではない.例 えぽ日本語の場合で考えて

みて,そ の取扱われる内容にもよるが,一 般に 「文章体」で書いた場合には,「 談話体」

での直接面と向って行われる問答 よりも,例 えば敬語や敬意表現が比較的少 く,又 例えば

文末を 「云い切る」ような終止形の使用 も容易に行い得ると云 うことがある.又 男女の言

葉の差 と云った面でも文章体に於ける場合,談 話体のそれに比しさほどの大きなものとは

なるまい.「 普通体」・「丁寧体」 と云った文体の面か らもほぼ同様の事が云い得よう.

当小論文では,純 粋に文法的な側面からのapproachに より英語に於ける名詞表現の多

用を説明せん としたことも当然なが ら,同 時に特に 「談話体」を主題 としたからには,そ

の言語集団の社会的 ・文化的諸要素を含めた謂わぽnon-verbalfactorsの 与えるcommu-

nication様 態への影響についても同様の指摘を行なってきた積 りである.こ れ らの異なっ

た二つの側面は場合によっては,複 雑に絡み合って必ず しも判別が容易でない場合もなき
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にしもあらず と云った点もないではない.例 えば英語や中国語に見 られる,謂 ゆる一語文

(one-wordsentence)の 多用などはその典型例 と云}よ う.更 にcommunicationの 様態比

較については,英 中両語のi類似点 としては,「 普通体」VS.「丁寧体」,「 男言葉」VS.「女

言葉」と云った日本語に見られる様な対立は原則 としては殆んど見 られないこと,逆 に中

日両語の類似点としては,そ の実際の談話の中に必ずしも 「文の成分」がすべて現れるわ

けではな く,そ の会話の場面 ・状況,前 後の文脈等に多 く依存 し,・一種の 「思い込み」乃

至は以心伝心的なcommunicationの 様態の見られることな どが挙げ られよう.し かしこ

れらの問題は簡単には論じ得ない程複雑な要素がそれぞれに内在 してお りhに 結論を出

せる様な類いのものでは有 り得ない.た だ数多 くの用例を列挙 して,そ の各々について綿

密な検討を加えて比較対照を行なってい く以外に方法はあるまい.こ こではそのほんの一

端を御披露に及んだに過ぎない.筆 者としては今後 ともに これ らの問題を考究し続ける所

存であ り,機 会を見て又それらを発表して行きた く思っている.
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summary

Eachlanguagehasitsowntwoformsofstyle,thatis,thespokenformandthewritten

one.Inthisessay,specialattentionispaidtothespokenformofEnglishincomparison

withthoseofJapaneseandChinese.Muchhassofarbeensaidofthedominantrole

ofnounover・otherpartsofspeechinEnglish.Andthisisparticularlytrueofitscollo-

quiali.sm,asingreetings,exclamatoryexpressions,dailyconversationsandthelike.

Thesenoun-centeredexpressionsgiveeachsentencetheflavorsofsimplicity,mas-

culinity,incisiveness,etc.,etc.,whicharecharacteristicoftheEnglishlanguagein

particular.Inthisconnection,abundanceinmonosyllablesinEnglishalsocontributes

tothoseflavors,particularlyinthespokenform.Mostmonosyllablescanbeusedboth

ways,asverbandalsonoun,andtheyaremainlycomposedofAnglo-Saxonwords,on

whichEnglishcolloquialismismostlybased.

Asforsomeexamplesofnoun-centeredexpressionsinEnglishgivenhere,youmayalso

findtheircounterpartsinJapanese,tobemorecorrect,inChinese-originatedJapanese.

ItiscommonknowledgethattheChineselanguageisbasicallymonosyllable-dominated,

whereasJapaneseisbasicallypolysyllable-dominated.Buttheage-longexposureof

ourlanguagetotheChineseonehasmodifiednotonlyourJapanesesoundsystem,but

alsothedictionitself.Thatmeansagreatnumberoftheso-callednoun-centeredexpres-

sionshavebeenintroducedtotheJapaneselanguagetomakeitmoreandmorenoun-

centered.Chineseisknownasoneofthemostnoun-dominantlanguages,perhapsmore

sothanEnglish.SolongasmanyChinese-originatedwordsareusedinJapanese,the

Japaneselanguagecanalsoremainnoun-dominantinitsownway.

Inthisconnection,theshorterwordsweuse,thestronberemotionswecanexpress.

Andthoseshortwordsaremainlycomposedofmonosyllables.Interestinglyenough,

manywordsinthespokenformofEnglisharemonosyllablesoriginatedfromtheAnglo-

Saxonlanguage,especiallymonosyllabicnounwords,shortandincisive,practicallyplay

agreatroleincolloquialEnglish.

'Generallyspeaking
,itisthoughtofasavirtuebytheEnglish-speakingpeopleto

expressone'sfeelingsasopenlyaspossible.Theyseemtohavenosuchpsychological

inhibitionsinexpressingthemselvesaswemighthaveinourownlanguage.Onthe

otherhand,candorinself-expressionisnotnecessarilyavirturetotheJapanesepeople.

Actually,mostJapanesestillhesitate,orevenfeelguilty,toexpressthemselvesfreelyand

openly,withtheresultthatbeatingaboutthebushisstillhighlyappreciatedbythepeople

inJapan.

Therearemanyreasonsforthisaversiontoself-expressionamongtheJapanese

people.Japanhasbeenisolatedfromtherestoftheworldinmanyways,whichcertainly

isresponsibleforJapaneseadmirationforunderstatement,ifnotsilence.Anyway,asthe

resultofit,peopleherearestillconfinedtosomeparticularitiesaboutage,sex,status,hier-

archy,etc.,etc,whichdefinitelypreventthemfromexpressingthemselvesopenlyand

freely.Forexample,abundanceinhonorificsintheJapaneselanguageresultsfrom

theseattitudestowardverbalcommunicationamongtheJapanese.Theuseofhonorifics
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automaticallyleadtoredundancyincommunicationinwhichnosuchshort,incisiveex-

pressionsmainlycomposedofnounwordsasinEnglishandpossiblyinChineseare

seen.ManynounwordscanbeusedasinterjectioninEnglishwithnoverbsorparticles

attached.ButinJapanesesomeverbs,auxiliaryverbsorparticlesaremostlynecessary

foritshonorificexpressionsfromwhichJapanesepeopleareneverfreeindailyconversa-

bons.

InJapanese,mostsentencesendupinverbbecausewordorderinJapaneseis`S十V'or

`S十C十V'or`S十 〇 十V'
,andnot`S十V十 〇'asinEnglishandpossiblyinChinese.

Also,theJapanesesentenceisof`periodicsentence',andthismakestheJapanesesentence

difficulttoendupinnoun.Forbothverbalandnon-verbalreasons,theso-callednoun-

centeredexpressionsarehardtocomebyintheJapaneselanguage,andinEnglishthis

workstheotherwayround.

AsfortheChineselanguage,itseemstobesituatedagainabouthalfwaybetween

EnglishandJapaneseinmanyrespects.

ButnoonecantellhowfarcolloquialisminJapanesewillbemodifiedinthefuture

bytherecentoveruseofborrowingsmainlyfromEnglishandtraditionallystillfrom

Cinese.

OnethingwhichIamsurecansafelybesaidisthattheJapaneselanguagewillbe

gearedmoreandmoretothenoun-centeredwiththeinfluxofsomanyborrowings,

particularlyfromEnglish.Themainreasonforthatisthatalmostalltheborrowingscan

onlybeintroducedintheformof`noun'.Astheresultofit,theseforeign-borrowednoun

wordswillplaythegreaterpartinmostJapanesesentencesjustlikeChinese-originated

onesdidforagesandnowdoandwilldoeveninthefuture.

ButtherealityoftheJapanesewayofcommunicationseemstobehardtochange,

admittingofsomeminorchangesnowgoingon.Withoutsomedrasticchangeinthat

line,itisunlikelythattheJapaneselanguagewillbelikeEnglishorChinese.Honorifics

inJapanesedatedwa.ybacktotheearlytimesofourhistoryandstilldiehardandwill

remainso.Inotherwords,honorificsaredeep-seatedintheJapanesemind.No

hastyconclusionshouldbedrawnoutofthisproblem.Itstillremainstobeseen.

Forthepresent,thereisnotendencytothedecreaseduseofhonorificexpressionsin

Japanese,evenamongtheyounggeneration.Theyarestillconfinedtotheoldvalues

andwaysofthinking.Inthatsense,theoldJapanesetraditions,mentalandspiritual,die

hard.AslongastheJapaneseremainhierarchy-conscious,age-conscious,sex-conscious,

ritual-minded,group-oriented,etc.,etc.,theycannotusuallyfeelfreetoexpressthem-

selvesinanysituations.Itfollowsthatavarietyofhonorificexpressionswenow

indulgeinwillbehandeddowntoposterity,withtheresultthatnobigchangeworth

mentioningwillbeseenevenamongourfuturegenerationsinthewayofverbal

communication,EventheoverpresenceofloanwordsfromChineseandEnglishin

contemporaryJapaneseseemstohavelittletodowiththeupsanddownsofitshonorific

expressions.'thesameistrueofwordorderinJapanesewhichstill.stickstothe`periodic

sentence',andnotthe`loosesentence'likeinEnglish,rhetoricallyspeaking.Itmaysafely

besaidthatJapanesewillbeJapanese.
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Eventheformality-confinedJapanesetendtouseinformalexpressionsintheirdaily

conversationsamongtheirfamilymembers,wheretheytendtoleaveoutsomeparticles,

uselesshonorificsandputmoreemphasisonintonation,stress,rhythm,tone,etc.,

etc.Themoreinformalisthesituationinwhichconversationiscarriedon,thecloserthe

JapanesewayofconversationgetstothoseoftheEnglishandtheChinesewhichbasically

lacksuchanintricate`politeform'asseeninJapanese.Itshowsthatthereisaclosecon-

nectionbetweenone'sstateofmindormentalityandone'sstyleofconversation.Inthat

sense,theritual-minded,formality-orientedJapaneseseemtobeneverfreefromthe

`overpoliteform'incommunicationforthetimebeing
.

Inconclusion,itcansafelybesaidthatneitherEnglishnorChinesehassucha

sophisticatedSystemofhonorificexpressionsasJapanesehas.Thatalsocontributesto

theabundanceofbothlanguagesinnoun-centeredexpressions,asagainsttherelative

scarcityofthemintheJapaneselanguage.

Lastly,itishopefullydesirabletonotethefactthatnolanguagecansurpassChinese

intheflexibilityofmakingcompoundnouns..Thatalsoshovestheoverpresenceof

thenounanditsdominanceovertheotherpartsofspeechintheChineselanguage.

ForfurtherproofofChinesepropensitytowardnoun-centeredexpressions,more

elaboratestudiesshouldbemadewithmany-facetedexamplesmentionedashavebeen

inEnglish.

Thebasicsentencepattern`S十V十 〇'inEnglishhascontributedtothefecundity

ofnoun-centeredexpressionstoaconsiderableextent.

Ontheotherhand,towhatextentitcanbetrueoftheirChinesecounterpartsstill

remainstobeseen,forinChinese,`S-{-V-E-O'isnotnecessarilythebasicpatternof

thesentence.

Asfarasthebasicsentencestructureisconcerned,Chineseseemstobemoresimilar

toJapanesethantoEnglish.Inotherwords,althoughtheysharesomesimilaritiesas

noun.dominantlanguages,ChineseandEnglishstillhavenotafewdif艶rencesinmany

ways.


